
はじめに：単純な発想転換の提案

本稿の課題は，歴史社会学という分野を拠点に社会学，社会科学全般の方法論に対して，

ごく簡単な認識枠組みの変更を提案することである。

長年にわたって続けられてきた難解な困難な議論が，少し視点を変えてみると難解でもな

ければ説明困難でもない。ただ前提を少し変更するだけで，百年近く続けられてきた議論が

別様に解決できるのかもしれない。本稿で問うのは，人間を取り巻く世界を三つに分けて考

える三世界論の，拍子抜けするほど簡単な前提が，実は多くのことを可能にすることを指摘

する。

ただし，人々が長年にわたって親しんできた二分法から離れて三部法の思考を試すこと

は，おそらく感情的な抵抗があるのだろう。特に二分法の思考によって膨大な神学のような

議論を建設してしまった場合，三世界論に移行するとそれらがすべて無意味になってしまう

のを残念に感じるのかもしれない。これは確かに苦しいことである。学生の頃から歯を食い

しばって必死に身に着けた難しい議論が不要になってしまうように見えるのは，誰しも愉快

なことではないだろう。

しかし，その種の神学が次第に人々の関心から離れ，ごく限られた人々だけの秘教のよう

なものになってしまっているのならば，思い切って方針転換をするべきなのかもしれない。

以前に投下した費用が埋没してしまうのを恐れることで方針転換ができなくなる事態は，し

ばしばそれ以上の災難をもたらす 1）。学問の災難は，もしかすると多くの人々から見放され，

忘れられること自体なのかもしれないからである。

1．歴史は実在するか？

歴史は実在するか？ 2）このように問うならば，多くの人々は不審に思うだろう。特に社会

科学の理論に通じた人ならば，即座に「歴史は情報であって，実在ではない」と断言するだ

ろう。あるいは，「歴史は文化現象であって，モノのように実在するわけではない」という

説明が続くかもしれない。
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本稿は，こうした通常の理解を全否定するわけではないのだが，他にもありえる考え方を

試行的に展開することにする。それはあえて歴史に客観性や実在性を考えるという仮説的な

思考である。

このようにいうならば，おそらく歴史学に詳しい人々が急いで手を挙げて「歴史はある特

定の視点（史観）から過去の事実を切り取った説明であって，それを研究する歴史家の考え

に依存せざるをえない。だから歴史に客観性や実在性を求めることは無理である」と断言す

るかもしれない。さらに，「歴史の根幹は人々が史実に対して抱く関心であって，人物に興

味がある人々は人物史，技術に興味がある人々は技術史という形で，いくらでも歴史は構想

できるのだから，客観性など究極的に確保することなどできない」という説明が続くことも

あるだろう。

もちろんこれらの主張や説明には納得できる根拠があり，また否定できないこれまでの思

想的，学問的蓄積もある。たしかに歴史は「動く」し，観点に依存してどのようにでも語り

うる性質を否定できない。また19世紀末以降の哲学に出発する立場は，しばしば価値判断

や視点の重要性を強調してきた。人によって立場は違うのであり，立場が違えば物の見え方

も違う。当然，歴史も全く違って見えるはずだし，まったく別に語られ，まったく異なった

形で共有され，信奉されるという考えが強調されてきた。確かに，20世紀の歴史学は国境を

またいで他国との歴史観の違いに当惑する体験を，いやというほど重ねてきた。あたかも何

もかも別物であるかのような印象を受けるのも自然なことなのだろう。

現に，「歴史相対主義」という言葉がある。歴史にあってすべては相対的であり，人々の

視点によって立場によってどのようにでも語りうるのだと主張する場合，人々はしばしば歴

史相対主義という言葉を口にする。相対主義，すなわち，すべては個人の考えや価値観に依

存するのだという元々は哲学由来の信念である。そんな相対主義が「歴史」をめぐって特定

の考えを共有する集団にも拡大され，しばしば互いに対立することは，毎度おなじみである。

そして，この考えは20世紀の人文・社会科学を支配してきた。

哲学者のルートヴィヒ・ウィトゲンシュタインは『青色本（The Blue Book）』と呼ばれる

講義録（1933-34年）のなかで次のように書いていた。

　「我々を取り囲む［外的］対象と我々の［内的な］個人的経験との関係を考える時，時

に，これらの個人的経験が材料であってそれから現実が作られていると言いたくなる。

この誘惑がどうして生じるのかは後に明らかになるだろう。

　こうした考えでは，我々の周囲の対象に対する確固とした保持が失われ，代わりに，

人それぞれのばらばらになった多くの個人的経験だけが残るように思われる。そしてこ

の個人的経験自体もまた定かならず，絶えざる流動のうちにあるようにみえる。我々の

言語はそのような個人的経験を描写するように作られていないようにみえる。そこで，

この事態を哲学的に明らかにするには日常言語は余りに粗すぎ，それより微妙な言語が
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必要だ，と考えるようになる。」（ウィトゲンシュタイン『青色本』，大森荘蔵訳，ちくま

学芸文庫，2010年，106頁）

「言語」の問題を深く探求していくウィトゲンシュタインは，言語について深く問えば問

うほど個々人ばらばらな「体験」に行き着いてしまい，ますます言語の限界に直面してしま

うと考えた。その上，肝心な「個人」というのも不確かで，揺れ動き移ろいゆくように思わ

れる。すべては相対的で，いかなる根拠もどこにもない。

他方，一部の人々は日常言語（自然言語）で哲学を表現することは困難であるとすら考え

るようになる。そう考える人々は，何らかの特別な工夫をすれば言語が対象を厳密に表現で

きると信じていたのだろう。言語模写説と呼ばれる立場である。言語模写説は，次第に劣勢

になり，一種の蔑称のようになってしまう。言語はそれ自体として根拠とはならなくなって

しまう。ではいったいどこに根拠を求めるのか。

ただし，ウィトゲンシュタイン自身は，何もかもが無根拠であるという考えはとらない。

　「［つまり］何か一つの発見をしたように思われてくる。―我々が立っていた地盤，

確固として信頼できるように見えた地盤，それが沼地のようで危険なものであることが

わかる，そうも言えよう発見。―［だが］こうしたものは，我々がただものごとを哲

学化するときに起こることなのだ。常識の立脚地に戻るや否やこの包括的な不確実性は

消失する。」（同所）3）

ウィトゲンシュタインが哲学者として興味深いのは，哲学がしばしば作り出す人工的な

「不確実性」に対して醒めた視点から眺めていることである。哲学者はしばしば日常から離

れた視点から語ることによって人々の現実感を揺さぶる。その体験は，世界中の大学一年生，

あるいは哲学に出会ったばかりの初学者がしばしば感動を味わう機会でもある。しかし，そ

れはある種の哲学者にとっては決定的に重要なのかもしれないが，それ以外の人々にとって

はどうでもよいこと，単にそれだけのことであるともいえる。

難解な言葉や奇想天外な設定に驚いた人々は，しばらく煙に巻かれているが，だれもが日

常の常識的な世界に無事に戻っていく。そして人々が日常を送っている常識世界は何も変

わっていないように―少なくとも―思われる。それはよくできたホラー映画をみてしば

しの間，恐怖や不安，自分が立っている足元が泥沼であるかのような感覚を楽しむのに似て

いるのかもしれない。

議論を「歴史」に戻すならば，極端な歴史相対主義にもウィトゲンシュタインが指摘した

「包括的な不確実性」が見られるのではないだろうか。それは「哲学化」を歴史の分野にも持

ち込むことで起こっていることなのではないだろうか。つまり，歴史をめぐる人々の「個人

的経験」を強く強調することで，常識世界の信頼感が揺らぐ。そして，歴史にあっても何で
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もありの不確実性を実感するわけである。このような不確実性は，もちろん歴史の客観性や

実在性を言下に否定する立場と親和的である。

歴史などというのは個人や集団の各々の体験に基づく主観的な思い込みであって，人（や

集団）が変われば，あるいは立場が変われば，時代が変われば，どのようにでも変化するに

すぎないということになる。ただし，本当にそうだろうか。

本稿の思考はこの素朴な疑問に出発しており，そして再帰すると思われる。本当に歴史は

各自の思い込みなのだろうか。あるいは特定の影響力のある集団による勝手な創作物なの

か。もしもそうならば，歴史家は何を研究しているのか。もしも歴史が単なる主観の産物な

らば，それは人々の心の動きだけを研究していることになる。それは，結局のところ文学作

品や特定の哲学，あるいはある種の心理学の研究をしているのと同じなのではないだろう

か。もしもそうならば，人々は不確かな前提から，同じ不確かな前提に立つ人々の「不確かさ」

について攻撃しているだけということになってしまう。

もちろん，そんなことはないだろう。では，何が違うのか。そこにある種の客観性や実在

性を考えたらどうなのかというのが本稿の試行なのである。

ここで提案したいのが，先に登場したウィトゲンシュタインとも関係浅くない哲学者カー

ル・ポパーの議論に触発されて，筆者がしばらく考えてきた三世界論であり，三世界論を取

り入れて「歴史」について考えることである。

三世界論についてはすでに先行する別稿で繰り返し論じてきたので詳しくはそちらを参照

されたい 4）が，簡単にいえば，世界を二つではなくて三つに分けて考える認識論上の立場で

ある。人間はこれまで多くの場合，二つに分けることで認識論を構築してきた。自然と人工，

主観と客観，理性と感情，等々，起源をたどれば，おそらく人間の脳の仕組みに起因するの

だろう。少なくとも古代ギリシア以来，人間を取り巻くあらゆる現象を，まず二つに分けて

考えることに人々は慣れてきた。

本稿の議論に引き付けていえば，歴史は客観的なのかそれとも主観的なのか。歴史は実在

なのか非実在（関係性）なのか。歴史は客観的な実在なのか，それとも主観的な関係性なのか。

どれもあれかこれかの二者択一で，人は必ずどちらかを選ばなければならないとされてき

た。

しかし，それは本当だろうか。なぜ二者択一の二元論でなければならないのか。二元論で

考えることをすべて否定したり拒否したりする必要はないとしても，またそんなことは不可

能であるとしても，それらをいったん停止し，別の選択肢を考えてみることも無駄ではない

のではないか。

これに対して，三世界論は世界を三つに分けて考える提案である。

1．世界1：自然界（人間の関与しない世界）

2．世界2：人間の主観からなる世界

3．世界3：人間が作り出した世界 5）
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ここで論じている歴史の問題についていえば，歴史は世界3に属する。ここで中心問題と

なるのが，世界2と世界3の区別である。歴史が世界1の自然現象ではないことは，おそら

く多くの人が同意するだろう 6）。これに対して，同意を得るのが難しいのが，世界2と世界

3の区別である。つまり，ここで先に論じてきた歴史はすべて人々の主観の問題であるとい

う考え方が，この区別を拒否すると考えられるからである。さらにいえば，歴史はすべて主

観の問題であると考える立場は，主観と客観という二分法に立っており，歴史のような人間

にかかわる現象を主観の領域に配分し，自然界を客観の領域に割り当てようとする。言い換

えれば，この立場は人間の主観（世界2）と人間が作り出した世界（世界3）を区別すること

を拒否する。あるいは三世界論の立場から言えば，世界2と世界3を混同している。

このような立場のことを，ここでは解釈主義あるいは意味学派と呼ぶことにする。解釈主

義（意味学派）は歴史にとどまらず，人間が作り出した―作り出している―社会的関係

全般をすべて個人や集団の主観に還元して説明しようとする。簡単にいえば，すべては「解

釈」であり，個人や人々がどのように考えるか，どのような関心をいだき，どのような価値

観を信奉しているのかによって「社会」や「歴史」の問題は決定的な影響を受けると考える。

さらに極端な立場になると，「社会」や「歴史」はすべて個人の主観の産物であり，また特定

の人々が共有している幻想のようなものにすぎないと断言されることもある。このような解

釈主義（意味学派）の立場に立つと，歴史だけではなく社会科学が扱う領域全般も，文学や

哲学，さらには人々の心の問題を扱う心理学の研究と質的に変わらないことになってしま

う。

このように論じてくるならば，多くの人は人文科学（哲学や文学）と，歴史や社会科学は

やはり違うと考えるのではないだろうか。では，なにが違うのだろうか。それは，例えば文

学作品と歴史書の違いなのではないだろうか。この場合，歴史を題材とした歴史文学（歴史

小説など）については考えないとして，歴史家が書いた歴史書や専門研究書について考えて

みることにしよう。すると，大半の歴史家は激しい違和感を感じるはずである。歴史家がやっ

ている研究が，小説家のやっている創作と質的に同じなどという断定は絶対に受け入れられ

ないからである。

違和感の原因は簡単で，もしもそうならば客観的な史実の同定などという，歴史学にとっ

てもっとも手間のかかる困難な手続きが無意味になってしまうからである。そんな手間をか

けるならば，小説家のように気の利いた設定や魅力的な人物をもっと入念に構想したほうが

よいだろう。もちろん小説家の仕事が容易であるなどということはありえない。当然，両者

は全く別物であるというのが多くの人々の常識のはずである。

ではなぜこんな常識を逸脱した結論になってしまうのか。理由は明らかで，「社会」や「歴

史」はすべて個人の主観の産物であるという解釈主義の前提そのものがおかしいからであ

る。さらにいえば，人間と人間が作り出した事柄をひとくくりにして理解しようという立場

自体に無理があるからである。まさにおかしいのは，無理なのは，結局，人間を取り巻く世
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界を客観と主観で二分しようとする前提自体なのではないだろうか。それは簡単にいえば二

分法の罠に陥っている状態なのではないのだろうか。

つまり，人は長年の思考習慣に無意識に従うことで，現実に直面している現象を無理やり

主観と客観に二分割してしまっており，そのせいで多くの問題を「主観」の側に放り込んで

しまっているのではないだろうか。そして，この種の「主観」主義こそが，多くの人々の日

常に不確かさという実感を強いているのではないか。

2．歴史と進歩再考

歴史をめぐる二分法思考はもちろん主観と客観の二分法だけに限らない。たとえば「進歩」

や「進歩主義」「進歩史観」といった概念について古くから語られてきた議論についてもそれ

はあてはまる。ここでも注意して考えないと，すぐに二分法の罠にはまってしまう。たとえ

ば，日本史家の網野善彦の次の文章を読むならば，しばしば読者が特定の思考に向かってし

まうことが実感できる。

「現実のこのような展開［犬飼：日本各地で進んでいる開発による環境破壊のこと］の中で，近代

以後の歴史学の根底を支えていた，人間はみずからの努力で “進歩” していくという確

信が，否応なしに揺らいできた。人間による自然の法則の理解に基づくその開発，そこ

から得られた生産力の発展こそ，社会の” 進歩” の原動力であり，それに伴っておこる

矛盾をこうした生産力の担い手が克服し，” 進歩” を実現していく過程に，人類の歴史の

基本的な筋道を見出そうとする見方は，もはやそのままでは通り得なくなった。そうし

た自然の開発が，自然を破壊して人類社会の存立を危うくし，そこで得られた巨大な力，

あるいは極微の世界が人類を死滅させる危険を持つにいたったのである。このような事

態そのものが，さきのような” 進歩” 史観の持つ根本的な問題を表面化させており，そ

れを徹底的に再検討し，人類社会の歴史を改めて見直し，” 進歩” の名の下に切り捨てら

れてきたものに目を向けつつ，歴史を再構成することが，必須の課題になってきたとい

わなくてはならない。」（網野善彦『「日本」とは何か』，講談社，2000年，13頁）

読者はこの文章から，長年歴史学の主流をなしてきた「進歩」という考え方は間違ってい

るというメッセージを受け取るだろう。「進歩」の名のもとに行われてきた開発は人類がそ

の中で生きている自然環境を破壊し，人類が持っている兵器を進歩させようとする努力は人

類滅亡の危険すらもたらしている。こういった説明を読んでいると，人はしばしばあらゆる

歴史に「進歩」を考えようとすることがすべて間違っているかのように思ってしまう。まさ

にあれかこれか，あれでなければもう一方，すべてかゼロかという二分法思考である。しか

し，網野の文章の続きを読んでいくと，この著者の考えが別のところにあることに気づく。

6



三世界論と歴史社会学の新提案

「たとえばこれまで，人類は未開・野蛮の漂泊・遍歴の状況から定住・定着生活を確立

して文明に向かったとされてきた。しかし実際には漂泊と定住，遍歴と定着は人間生活

の二つのあり方であり，どちらを欠いても人間の社会は成り立ち難い。現代でもそれは

旅と日常の形で生きているのであり，どちらが “未開” で，どちらが “進歩” などとはい

えないのである。」（同書，13-14頁）

つまり，漂泊か定住か，未開か文明かという二分法ではなくて，漂泊も定住も，未開も文

明も両方ありうるという第三の選択肢が登場するわけである。言葉をつけ足していうなら

ば，進歩した漂泊者もいれば，未開の定住者もいたわけである。現代の旅人は定住という日

常から離れたからといって，それで未開になっているというわけではない。

ただし，「進歩」や「進歩史観」についてこのように書いている網野自身が完全に二分法的

な，否定か肯定かという思考から自由なのかといえばそうとはいえないだろう。やはりこの

文章を読んだ多くの読者と同じく「進歩」という観念がもたらした弊害や「進歩史観」が歴史

学に及ぼしている偏りに対して強く批判的であることは間違いないだろう。そして，網野の

批判に強く共感する人々は，より一層極端な二分法的思考，すなわち「進歩」や「進歩史観」

の全否定に向かうことになる 7）。

ここでの意図は，もちろん網野と熱心な読者の本意や判断の当否（これも二分法！）を問

うことではない。むしろ，こんな簡単な事例でもすぐに明らかなように，二分法的な思考が

文章を書いてそれを他人が読むという過程に，いかに深く影響を与えているのかということ

を強調することであった。常に意識していないと，人の思考はすぐに二分法によって正誤，

好悪，優劣，深浅，高低，美醜，複雑，単純，といった二分法であらゆる問題を整理単純化

して理解しようとするからである。

しかし，人々が二分法で考える傾向をもっているということと，必ず二分法で考えなけれ

ばならないこととは同じではない。むしろ，あえて三つに分けて考えた方が様々な認識にお

いて無理が少ないのではないのかと問い直すことをここでは提案しているのである。たとえ

ば，網野の文章に登場した「進歩」や「進歩史観」もまた，肯定か否定かという二者択一では

なくて，むしろ「あれもこれも」取り込んだ形で第三の可能性を考えるべきなのではないだ

ろうか。

すると，「進歩」といった概念が，単に人々が肯定したり否定したりすることで強調され

たり消えたりするのではなくて，もっと客観的な像を結ぶことはできないだろうかと考える

ことも可能になってくるのではないか。

ここで考えているのは，三世界論の視点である。つまり，歴史や社会は，そして「進歩」

というのは，もちろん単なる言葉，単なる概念としてもとらえうるのだが，それ自体を客観

的な存在としてとらえることもできるのではないかと，試しに考えてみるのである。言い換

えると，「客観的な進歩」や「実在としての進歩」を考えることも可能なのではないかという

7
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ことである。

そして，このように考え，また言い換えてみると，よほど極端な反進歩主義，反進歩史観

の信奉者でない限り，実は「進歩」というのがしばしば客観的に実在しているという考えを

承認しているのではないだろうか。かなり個人的で勝手な想像を付け加えるならば，多くの

人々はウィトゲンシュタインが「日常の立脚地」と呼んでいる思考に戻るならば，いろいろ

な生活で実感する「進歩」を見慣れており，ほぼ無意識の次元で「進歩史観」流の考えを続け

ているのではないだろうか。そこにはもちろん，日常生活で自分が属する組織の在り方につ

いて「進歩がない」などと苦言を垂れている場合も含まれる。

3．世界3としての歴史，歴史学

二分法的な思考にはもう一つ注意しなければならない特徴がある。それは人間を取り巻く

あらゆる現象を単純に二分してしまおうという傾向と同時に，既存の二分法的な枠組みによ

り忠実に考えることこそが，いわゆる「深い思考」や「深い理解」を実現するのだという予断

をしばしば含んでいるということである。

先の「進歩」の例でいえば，「人間の社会は進歩しているともいえるがしていないところも

ある。文明化しているところもあれば，文明化が実は野蛮な側面，とんでもない暴力につな

がることもある」といった物言いは，多くの人々の理解でもあるだろう。もちろん取り立て

て奇抜なことを言っているわけでもない。これに対して，「進歩」をめぐる，成否，あれか

これかという二分法を極端化しようとする人々は，むしろ極端化した反進歩主義，反進歩史

観こそが「深い思考」なのだと考える，また「深い理解」をもたらすのだと考えてしまう。

こういう思考は，「深い思考」や「深い理解」と呼ばれるものがことのほか尊重される領域

でしばしば観察される。誰もが争って「深い思考」に向かおうとした結果，常識的な日常生

活からは想像することもできないような奇想天外な極論がいろいろ登場することになった。

いうならば二分法思考による極論コンテストである。たとえば，「世界は個人の表象」であ

るといった話であり，勝手にそう決めつけておいて今度はそれらが無根拠だと不満げに指摘

する。先にウィトゲンシュタインが書いていたように，それまで自分の思考の地盤だと思っ

ていたものが「沼」のように思われ，すべてが不確実で無根拠であるように思われる状況を

思い起こせばよいだろう。

つまり，歴史はすべて主観であり，個人のたんなる思い込みであるといった断定は，ここ

でいう「深い思考」に基づいている。つまり主観か客観化という二分法を単純に突き詰めて

一刀両断することが，実は当人たちには「深い思考」や「深い理解」を行っていると思い込ん

でいるのである。これは不思議な現象であると言えるだろう。しかも，当人たちが特定の立

場の思考を深く学べば学ぶほど，他者から見た不思議さが深まっていく。

しかし，対立しあう要素をあれもこれもということで複雑に取り込んで微妙に調整する思

考と，単純な二分法で一刀両断して不都合な要因はすべて無視する思考の，いったいどちら
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が「深い思考」なのか，少し冷静に考えてみる必要があるだろう。やはりここにも二分法の

落とし穴が大きな口をあけて待ちかまえているのである。

本稿の筆者は以前の論文でイギリスの歴史家E・H・カーの『歴史とは何か』ととりあげて，

これを社会学理論の視点から考察してきた。カーによると，歴史家は二匹の怪物が待ちかま

えている細い水路という難所を渡っていかなければならない。怪物の一匹は，歴史はすべて

事実の編纂であって解釈などどうでもよいと考える信念である。そしてもう一匹は，逆に歴

史はすべて歴史家による解釈であって事実などそれに付随するにすぎないという信念であ

る。多くの歴史家はしばしばどちらかの怪物の餌食になってしまう 8）。

もちろん，カーも二分法の危険を「怪物」と呼んで警告していたのである。伝統的に多く

の歴史家は史実に沈潜し，史実のみを正しく探求できれば歴史はおのずから完成していくと

考えがちだったのだが，これを批判したのが解釈主義であった。しかし，困ったことにあれ

でなければこれ，二者択一の二分法思考は，それを深く突き詰めれば突き詰めるほど極端化

し，カーが指摘していたように一部の歴史家たちは極端な解釈主義に走ってしまった。要す

るに，事実などというのはどうでもよくて，すべては個人や集団の勝手な解釈なのだという

ことになってしまう。まさに本稿で先に論じてきた解釈主義（意味学派）の思考が極端化し

た状態である。

やはり二分法の「怪物」を警戒したカーが，『歴史とは何か』で主題として論じたのは，歴

史もまた歴史の産物であるということであり，二匹の怪獣もまたそこから逃れられないとい

うことであった。史実だけに忠誠を誓っていればのちの時代にも高く評価される歴史が完成

するのかといえばそうではないし，すべては個人の自由な解釈だと主張する人物が自分の生

きている時代背景から完全に「自由」なのかといえばそんなこともありえない。

少し意地悪な言い方になってしまうが，同じ「史実」を取り扱ってもそれぞれの歴史家に

よって異なっているし，解釈は「個人の自由」だと主張する人々はしばしばそろって同じよ

うなことを言っていることが驚くほど多い。誰も時代背景，自分が暮らしている社会，そし

て今までに蓄積されてきた先人の仕事から完全に自由になることなどできないのである。

たとえば，東洋史学者の岡田英弘は現代日本の「世界史」について，1992年の本で，かな

り個性的で辛辣な表現をしている。

　「千年以上もの間，中国文化に養われて成長してきた日本人にとって，歴史とは，ど

の政権が「天命」を受け，「正統」であるかを問題にするものだった。そのため「万国史」9）

の対象は，実質的にはギリシア，マケドニア帝国，ローマ帝国，ゲルマンから分かれた

イギリス，フランス，ドイツに限られている。これは「天命」が伝わった順序を示し，

明治時代の三大列強を「正統」と認める構造になっている。この中国型の「万国史」が「西

洋史」になり，本来の中国史に由来する「東洋史」と並立しているのが，日本の歴史学

の現状である。」（岡田英弘『世界史の誕生：モンゴルの発展と伝統』，ちくま文庫，1999

9
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年（初版1992年），10頁）

一見，東洋史（中国史）の立場からのずいぶん大胆な―偏見に満ちた！―断定のよう

に見えるが，これこそが実は「深い思考」とみなすこともできるのではないだろうか。大胆

な物言いでありながら，実は反論することが難しい。現に今日にいたるまで日本の「西洋史」

が英独仏に大きく偏っていることは否定しようがないし，専門家自身もこの点を古くから批

判的に指摘してきた。現に21世紀の現在でも世界の覇権国と自他ともに認めているアメリ

カ合衆国の歴史ですら，「明治時代の三大列強」に取って代わる「天命」を受けて「正統」に

なることに成功できていない。この意味で日本の「西洋史」はまだ明治時代なのである。も

ちろん，このことをもって古臭いとか視野が狭いとか，現状の国際情勢に合っていないとか

いった非難をすることは容易である。

しかし，それではなぜ日本の「西洋史」は明治のままなのか。なぜ日本の「世界史」は明治

時代に三列強から輸入した「万国史」に，木に竹を接ぐように単に「東洋史」をくっつけたま

まなのか。異質な二つをくっつけて，その後，調和がとれた「世界史」の全体像が見えてき

たのか。実は何も解決できていないのである 10）。

ただし，本稿で重要なのは日本の歴史学界の問題を解決することではなくて，なぜ問題自

体が生じているのかということである。つまり，明治から今日にいたるまで日本の「歴史」

はなぜ特定の性質をもっており，しかもなかなか変化しないのかということそれ自体であ

る。ここで先の解釈主義（意味学派）の議論を思い出してみれば，歴史というのは個人（歴

史家）の主観だけに基づいているのだから，いくらでも変化していきそうである。多数の歴

史家が，話し合って，「今日から「西洋史」の中心をアメリカ合衆国に移動する！」と宣言し

たらどうだろうか。問題は解決するだろうか。

多くの読者も，そんな状況を想像するはしから，意地の悪い笑いがこみ上げてくるのを禁

じえないのではないはずである。そもそも，そんなことができるわけがない。「歴史」は決

して個人の力で自由にできるものではないからである。「歴史」は単なる個人の主観などで

はない。そんなことはわざわざ考えなくても，常識で考えれば十分なのだというのが多くの

人々の実感だろう。

このように論じてくることで，本稿はようやくある程度の割合の読者と認識を共有できた

のではないだろうか。

ここで登場した課題は，特定の二分法思考がもたらした極論から，人々の常識的な思考を

回復する作業であるといえる。「歴史」だけではなく，「社会」をめぐる様々な問題は決して

個人の主観だけの現象ではないし，個人や集団が自由にできるわけでもない。極論に対して

やはり極論で反論するならば，歴史や社会の問題が個人の主観だけで自由になるならば，歴

史家，そして社会科学者も不要だろう。社会をめぐって大勢の人々の利害を調整する政治家

や経営者も不要だろう。極端にいえば，誰もが静かに瞑想して歴史や社会を自由に思い描け

10
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ばよいからである。もちろん，そんなことはありえない。

再度歴史の問題に帰って，学問としての歴史学がどのような知識から成り立っているのか

という問題を考えればさらにわかりやすくなるだろう。たとえば，専門の歴史家が取り組ん

でいる知識と，学校の教科書やテレビの歴史番組が提供する知識との違いを考えてみればよ

い。後者は「通説」と呼ばれるものがしばしば平板に要領よくまとめられている。これに対

して，前者はなぜ「通説」が生まれたのか，以前の議論はどのように変更されたのかという

問題の方を重視する。現に専門歴史学者が書いた論文や著作は「先行研究」や「通説」に対す

る検討から入っていき，それらがいかに行き詰っているのか，どのような変更が必要なのか

という形で結論を結ぶ。「教科書」に書かれていることを，いくら細かに手際よくまとめ直

してもそれは専門研究ではないのである。

教科書的な歴史知識はあたかも固定的でそれを記憶さえすればすべてが個人の主観の内部

で解決するかのような印象を与えがちだが，実際の歴史研究ははるかに流動的で大勢の人々

の関係性で成り立っているのである。大学入試の受験勉強をすることは単に個人の仕事とし

て理解することもできる。しかし，歴史学はそれ自体が無数の研究者たちによって歴史的に

成り立っており，しかも高度に社会的な性格をもっているのである。

逆にいえば，「歴史」や「歴史学」というのは多数の人々が長年にわたって相互的に作り出

してきた歴史的，そして社会的存在なのである。しかも，「歴史」や「歴史学」は立場を異に

する多数の人々からみてもかなり客観的な性質を持っているのではないだろうか。つまり，

「歴史」や「歴史学」は世界3に属する客観的な存在としても理解可能なのである。

本稿では解釈主義（意味学派）が極端な主観主義に陥ってしまう傾向について論じてきた

が，だからといって解釈主義（意味学派）をすべて排除しようと考えているわけではない。

そもそも，そんなことでは，あれかこれかの二分法を繰り返しているだけである。

むしろ，解釈主義（意味学派）の議論を考えに入れるならば，世界3に属する客観的な存

在は，むしろさらに深く探求することができるのである。

解釈主義の要点は，簡単にいえば，人々の主観が人々の行動の主な原因になっていると主

張することにある。つまり，人間は動物のように自然条件（世界1）に依存して行動してい

るだけではなくて，文化的な要因や宗教的な要因によっても強い影響を受けている。人々は

多くの場合，当人の主観（世界2）に基づいて行動していており，人々の行動は社会的関係（世

界3）を日々刻々生み出している。そして，生み出された社会的関係（世界3）は，反対に人々

の主観（世界2）に強い影響を与える。関係は循環しており，まさに循環関係こそが「社会」

という客観的な実在を独自に生み出しているのである。

簡単にいえば，社会は，歴史は人々の主観に基づく複雑な行為の循環であるともいえる。

ただし，主観そのもの（世界2）と主観に基づく行為の結果（世界3）は同じではない。しか

も人々は強い関心を抱けば抱くほど該当する社会的関係に対して強い関係性（コミットメン

ト）を感じる。当たり前のことである。このため当人たちは自分が強い関心を抱く事柄を自
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分の自由にしたいとますます強く願うだろう。これも当然である。

しかし，人々が強い関心を抱き，意のままに自由にすることを強く願えば願うほどそれは

実現するのだろうか。立身出世の伝記文学，あるいはある種の宗教や特殊な哲学の議論なら

ばこのような願いは実現するのかもしれない。しかし，残念なことに社会学的に考えるなら

ばこの種の強い願いは，それが強いほどかなわないのである 11）。

4．歴史社会学の知

強く願えば人は願いを実現できる。このような言説はしばしば感動的な物語の主軸をな

す。しかし，現実の社会でもそうなのか。自分自身はどうなのか。ここに社会学の思考が登

場する。社会学は，社会にあって同じことを考える他者が必ず存在することを考えに入れよ

うとする。ある人物が強い関心を抱く事柄は，多くの場合，他の人々も同じように強い関心

を抱く。同じ願いを抱く人が複数いたならば，しばしば特定の少数の人々の願いしか実現し

ない。それ以外の人々は残念である。宝くじを買って強く念じた人の願いがすべて叶ったら

どうなるだろうかと考えるならば，これ以上の説明は不要だろう。

この意味で社会学の知は，感動的な物語や宗教信仰，哲学者の思弁を裏切る期待外れの知

なのかもしれない。しかし，現実に不可能なことを明確に「不可能である」と警告する知識

は必要であるに違いない。おそらくそれが文学などの人文科学から社会科学全般を区別する

性格なのだろう。社会科学は，人々の主観が生み出していながら人々が意のままにできない

現実が存在することを出発点としている。一言で言えば，それこそが「社会」である。そして，

問題は人文科学と社会科学の接点にある「歴史」の問題に回帰することになる。

歴史を社会学が扱う場合，それはしばしば「歴史社会学」という領域が代表してきた。た

だし，歴史社会学という領域は今日の社会学にあってひどく肩身の狭い思いをさせられてい

るようである。いわゆる「連字符社会学」（都市社会学，家族社会学，宗教社会学，言語社会

学，環境社会学など，特定の領域名を冠した社会学のこと）というのが互いに独立し，さら

に細分化しながら発展していく中で，歴史社会学というのは異質な存在として放置されてい

るかのようでもある。

理由は簡単で，社会学はこの数十年，主に特定の研究領域をより専門的に，より緻密に研

究する方向で展開してきたからである。都市社会学や家族社会学は，さらに細分化し，より

個別的な知識を膨大に蓄積していくという形で「進歩」してきたからである。細分化された

知識は，外部への関心を失いつつある。このことは，人間の知識がしばしば自己産出的で外

部を排除した形で発展していく傾向にあることと呼応する。

これに対して，歴史社会学は「歴史」という別次元の問題を問おうとする。歴史というの

は基本的に時間軸に沿って考える知である。歴史は特定の研究領域を超越して時間軸で考え

ようとする。そこでは社会の様々な領域は時間軸に沿って一体のものとして考察される。同

じ現象が過去のある時代にあってはどうだったのか。違ったのか同じだったのか。あるいは
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もっと複雑だったのか。様々な要因によって構成される社会現象が，別の時代にはどのよう

に構成されていたのか。時間軸をめぐる問いは，今現在を生きる人々の常識をしばしば問い

直す役割を果たす。

ようするに，過去の人々は今の人々とは別の状況に別の考えを抱いて生きていたのだとい

う事実を強調することで，歴史の知は独自性を発揮するのである。それは，時間と概念の相

違であるということもできる。

つまり歴史学や歴史社会学は時間を問うのだが，都市社会学や家族社会学は「都市」や「家

族」という概念を中核に据えて考えるのである。もちろん，「都市」や「家族」にも時間の経

過はある。概念自体も時間の経過で変化していくからである。中世ヨーロッパの都市と今日

の東京都市圏はかなり異なっている。日本の戦国大名が考える「家（イエ）」と，現代の日本

人が考える家族はかなりの点で異なっているはずである。

歴史社会学は，現代の個別的な社会学研究に，歴史由来の「時間」という概念を当てはめ

ようという試みであるとも理解できる。歴史社会学は「連字符社会学」に時間軸を投入しよ

うとする。そもそも，古来から歴史は人々に時間軸に沿った思考を強いる知であった。過去

はどうであったのかという思考は，人々が直面している現在を問い直すことでもあった。多

くの人々は自分が生きている時代の価値観や人生観，生き方が永続的であると信じているの

だが，実はそうではない。そして，人々が「都市」や「家族」という概念で考えている問題も，

実は時代によって動いていたということになる。

このように考えてくるならば，個々の「連字符社会学」と歴史学の関係は，「都市」や「家族」

という概念を問い直すものであるといえる。もちろん，このことは「連字符社会学」にとっ

てある種の危険を意味するだろう。つまり，歴史を取り入れたら「都市社会学」や「家族社

会学」が依拠する「都市」や「家族」という概念の根幹が，時間軸によって揺らいでしまうか

らである。歴史相対主義的な「時代によってそれぞれ」という考えは，普遍的で無時間的な

「都市」や「家族」を考えようとする種類の社会学者にとって単なる邪魔者でしかないからで

ある。

しかし，そのような社会学界の思惑とは別に，歴史社会学は時間軸を社会学に強いる。理

由は簡単で，「社会」は時の流れにおいて変化するからである。「社会」は時間の流れの中で

の人々の関係性が生み出すものであって，それ以外ではない。そして，「社会」を生み出し

た当事者たちは，自分たち自身を生み出した「社会」を自由にすることができない。

理由は簡単で，自己ではない他者が自己と同じ資格，権限で「社会」に深く関与している

からである。人は誰でも自分が望んで作り出した他者との関係を，他者が勝手（自由）に変

更することを許せない。そして当事者が他者との関係に強い関心を抱けば抱くほど，他者も

また関係の変更に対して頑強に抵抗するからである。

社会学はこのような常識的な関係性 12）を出発点として考えてきた。独自性や斬新性を何

よりも尊重することでしばしば極論に向かう人文科学（文学や哲学や宗教）とは異なって，
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社会学や社会科学は人々の常識的な世界に沿って考えようとしてきた。現在に至るまで社会

科学はあくまでも常識の知なのである。

そして社会学，社会科学としての歴史社会学は，人文科学と社会科学の境界線にある「歴

史」を社会科学の側から考えようとする。つまり人々の常識によって「歴史」を再定義しよ

うというのが歴史社会学の課題なのである。

このように考えてくるならば，「歴史」を世界3に属する客観的な存在として考えることは，

多くの人々の日常的な常識に向かって既存の学問を軌道修正することにつながっていくはず

である。簡単にいえば，歴史はそれが多くの人々に共有されればされるほど，特定の極端な

立場を除外する役割を果たす。誰もが日常的な常識の範囲で理解できる内容が「歴史」とし

て共有され，次第に固定化していく。

そして，多くの人々が強い関心を持てば持つほど歴史を変更することは難しくなる。外国

の歴史よりは自国史，古代や中世の知る人ぞ知るといった史実についてよりは，現代の社会

に直結する現代史の方が変更困難なのは当然だろう。

三世界論の大きな特徴は，解釈主義（意味学派）の議論を受け継ぎながらも，在来の二分

法を三分法に変更することで新しい意味での客観的存在としての社会や歴史について考える

ことができるようにすることにある。解釈主義は社会が人々の主観に依存しているがゆえ

に，人々が社会を自由に変更できると考えようとした。あるいは，社会は人々の主観によっ

て生み出された単なる関係性なので，別の関係性が独自に自由に作り出せるという議論に向

かうことが多かった。個々の人々は自分だけの主観的な関係を独自に作ることができると考

えられたようである。しかし，これは本当だろうか。

これに対して，三世界論はより多くの人々がより強い関心を主観的に抱けば抱くほど「社

会」や「歴史」は客観化していくと考える。社会的な関係性は，関係を結ぶ人々が多くなれ

ばなるほど，関係が長くつづけばつづくほど，さらにその関係性に人々が熱心に関与すれば

するほど，変更が困難になる。一言で関係性といっても，通行人が互いに道を譲るといった

瞬時の匿名的な関係もあれば，出生の前から死後まで途切れることなくつづく関係性もあ

る。歴史で考えるならば，江戸時代の大名と家臣の関係を考えれば十分だろう。

解釈主義（意味学派）は，おそらく人々が主観的に抱く意味や価値，人々が取り結ぶ関係

性をひどく一時的な現象として捉えようとしてきたのだろう。それは現代の都市生活者が経

験しているその場限りの一時的な関係や，テレビや雑誌のようなメディアが一時的に喚起す

る欲求については的確な理解なのかもしれない。テレビの番組をみてラーメンが食べたくな

り，出かけて行ったラーメン店で店員や店主とその場限りのやり取りをする。ラーメンを食

べるのも食べないのも，どこの店に行くのかも，その店内で丁寧に対応するのも横柄に威張

り散らすのも，おそらく自由だろう。まさに個人の主観のおもむくままである。

しかし，人間のすべてがこの種の孤独な都市生活者ではないし，人間が生きる社会は一時

的な関係やその場の欲求だけで出来上がっているわけではない。人々は気まぐれで外食する
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だけの社会生活を送っているわけではない。実際には，もっと複雑な関係を長期にわたって

維持して生きている。大半の人々にとっては，瞬間的な関係性よりも，生涯にわたって続く

ように思われる長期の持続性の方がはるかに重要であるはずである。しかも，社会的な地位

が上がるほど人々が置かれている関係性は複雑になり，しかも関係が長くつづくことにな

る。

そして，再帰するのが，歴史をめぐる思考に独自の長期にわたる時間軸なのである。

社会学者のC・ライト・ミルズが論じたように，「パワー・エリート」は長期にわたる関

係性によって成り立っており，個々の人物の理解を超えた形で特定の社会を支配してい

る 13）。大きな社会的影響力は多くの場合長年にわたる関係の蓄積によって成り立っている。

特別な才能を持ったカリスマ的な人物が唐突に現れて全権を掌握するなどという事態は，文

学的な創作であって社会学の対象ではないことが多い。

現に歴史家は長年にわたって人々の行動が総合的にもたらす結果をなんとかして理解しよ

うと，何とかして説明しようと努力してきた。考え方によっては，まさにこれこそが歴史家

の主な仕事であるということもできるだろう。たとえば，イギリスの歴史家・文明論者アー

ノルド・トインビーは有名な大著『歴史の研究』で，多数の国家が互いに影響を及ぼし合う

状況について次のように書いている。

「作用する力は一国民に限られたものでなく，もっと広汎な原因から発生するもので

あって，それらの原因が個々の部分に作用するわけであるが，社会全般を通じての作用

を包括的に観察するのでないかぎり，部分的な作用を見て理解することはできない。同

一の一般的原因から，異なった部分が異なった影響を受けるが，それは，その同じ原因

が発動させる力に対して，おのおのの部分がそれぞれ異なった方法で反応し，かつ寄与

するからである。社会はその生涯において，つぎつぎにいろいろの問題にぶつかる。そ

して各成員はそれぞれ最善の方法でそれらの問題を解決してゆかなければならない，と

いってよい。14）」（アーノルド・トインビー『歴史の研究』I（『トインビー著作集1』），長

谷川松治訳，社会思想社，1967年，23頁）

簡単にいえば，「国民」の歴史は，国民が，そして人々が様々に行動するからこそ成り立っ

ている。特定の人々は各々が生まれた歴史と社会にあって自らの集団にとって最良の選択肢

を選ぼうとして努力する。しかし，それは容易ではない。しかも，それぞれの人員にとって

最良の関係は互いに異なっているからである。

ここには，長年の研究や膨大な先人の業績に学んだ歴史家の成熟した知のあり方が示され

ていると言える。ただし，ここでトインビーは常に動いている社会や歴史について注意を

払っている半面で，人々が互いの関係によって固定化しようとする関係についてはそれほど

注意を払っていない。トインビーの議論の特徴は，社会や文明があたかも独立した個人であ
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るかのように論じる点にある。さらにいえば，「歴史」もまたあたかも個人のように行動し

ている。

歴史家トインビーは歴史を「個人」の在り方として考えることで数千年にわたる膨大な人

類史を考察しようとしたが，そのように考えられた個人は決して思いのままの人生を送って

いたわけではなかった。そんな多次元の「個人」たちは，自分と同じように思いのままに，

自由に生きようとした他者との間で複雑な関係を結ぶことで，実はかなり不自由な生涯を

送っていたからである。

まさに，こういった複雑な関係性によって人々が拘束される事態について考えることこそ

が，歴史学とは異なった社会学独自の主題である。そして，歴史社会学はそんな複雑な関係

が時間の経過の中で，さらに複雑化していく様子を観察する。歴史社会学は，歴史学が長く

考えてきた時間軸に沿った人々の関係性を，社会学の概念で把握しようとする知の営みなの

である。

このように考えてくるならば，人々が時の流れの中で何らかの形で確固とした不変の存在

を実現しようとしてきた過程が見えてくる。そして，固定化した人々の関係性はそれ自体と

して客観性を確保していく。

世界3に属する客観的な社会存在は，まさに人々の主観的で強固な関係性によって固定さ

れることで成り立っているのである。人々は主観によって社会を生み出しているが，生み出

された社会は人々の主観によって自由にできなくなる。

このようにして三世界論は人々の主観が生み出している世界2と人々の主観によって生み

出された世界3を区別する。そして，この区別によって二分法に依存した従来の社会観は，

新たに三分法の社会観に移行することが可能になるのである。

それは人々が常識の世界で，日常的に感じている「社会」を理論的に定式化することを可

能にする。歴史や社会は個人の主観によって変更できるものではなく，また個々の個人の主

観に依存しているわけでもない。すべては他者との相互性に置かれており，問題が重要であ

ればあるほど，そのように考えられるほど個々人によって変更はできなくなる。

端的にいえば，複雑化した社会にあって，それに属する個々人は誰一人として社会や歴史

を変更できないのである。変更できないからこそ歴史や社会は客観的な実在としての性質を

確保することができるのである。

5．歴史社会学と歴史の新地平

歴史や社会をめぐる本稿の考察は，解釈主義（意味学派）が成し遂げた成果をふまえなが

ら，それらが陥った困難を解決する手立てを探求してきた。前稿 15）で論じたように解釈主

義（意味学派）は人々の内面こそがあらゆる社会問題を一方的に統制していると考えた。

しかし，実際には個人は無数の人間関係によって雁字搦め（がんじがらめ）になっている。

無条件の「自由」というのは文学や哲学の世界では想定できても，人々が暮らす現実社会で
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は困難なのである。

こうして考えてくると，歴史や社会をめぐる解釈主義的な知は，それが抱える二分法思考

を貫徹し，守ろうとすることで，自縄自縛に陥ってしまったのではないか。そして，長く停

止する事態を招いてしまったのではないか。理由は簡単で，本来複雑な人間社会を単純な二

分法で一刀両断しようとしたことこそが人々の常識から大きく離れてしまったからである。

二分法に代わる三分法で考える三世界論は，人々が社会や歴史に対して日ごろ感じている

無力感について考察する手掛かりを提供する。簡単にいえば，個人にとって重要な問題であ

ると感じることは，多くの場合自由にできないのである。

社会学も歴史学も，それぞれに特定の思考（社会観や歴史観）に基づいた理解であらゆる

問題を説明しようとする傾向をもっている。しかし，実際にはその種の思考は現実の社会や

歴史に直面して修正を迫られる。在来の解釈主義（意味学派）が考えようとしたのは，自然

と人間からなる二分法の世界であった。

解釈主義の社会科学が登場する以前，社会が学を支配していたのは実証主義（科学主義）

であった。この立場は，ようするに自然科学の方法を用いて人間の社会をも考察しようとす

る。ニュートンが発見した自然法則のような法則が人間の社会にも発見できると考えるのが

実証主義であった。実証主義にとって自然の領域と人々が作り出した（作り出している）人

工の領域には区別はない。すべては自然法則によって説明できると考えるのが元来の科学主

義であった。

これに対して反旗を翻したのが解釈主義（意味学派）である。解釈主義の人々は，自然と

人間（人工）の世界は根本的異なっていると考える。圧倒的な大自然の存在に対して，小さ

な存在である人間は，辛うじて何らかの改変をすることができるが，それらはたいして重要

ではない。はるかに重要なのは，それ自体が客観的な実在である自然であった。そんな巨大

な自然界に対して，人々は人工的な世界を意のままにすることを願ったのだろう。

しかし，残念ながら解釈主義（意味学派）の願いは，同じように考える他者の存在によっ

て実現できない。しかも，人々の願いが強くなればなるほど，人々が関心を抱けば抱くほど，

ますます人々は自由でなくなってしまうのである。

再度，三世界論で考えるならば，世界1の自然界に対して人間はその技術の範囲内で自由

にふるまうことができる。このことは人口希薄な山間部にトンネルや高速道路を建設する過

程を考えればよい。峻厳な山岳は人々の意図を拒絶するかもしれないが，そんな厳しい条件

を克服する技術が開発されたならば，自由にすることができる。問題は技術にあり。技術が

実現する利便性に対して抵抗する勢力はほぼありえないからである。

これに対して大都市の市街地を再開発する場合はどうだろうか。技術的には簡単で古屋を

撤去して道幅を広げ新しくて便利な建物を建てればよい。しかし，世界3の問題である都市

は無数の人々の意図が関係している。都市の問題は多くの人々が関心を抱くからこそ人々の

自由にはならないのである。言い換えれば狭い路地に古屋が並ぶ旧市街は，それ自体が世界
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3に属する客観的な社会的存在なのである。

このように考えてくると世界3の問題を個人が自由に操作しようとする発想は，ほぼ不可

避に独裁政治の発想に向かうことが容易に想像できるだろう。自分たちは賢明で理性的であ

り，善意や正義感も人一倍ある。そんな自分たちが科学の力を使って政策を決定するならば，

自社の利益しか考えていない経営者や倫理的に劣った金権政治家が大勢で妥協しあって政治

をするよりも，はるかに優れた政治が可能になるという考えである。だから古ぼけた汚い古

屋に住む頑固な住人が再開発にいくら抵抗しようと，新しいビルが並ぶ便利で清潔な生活を

送るようになったならば，きっと改心して再開発に感謝するに違いないというわけである。

言い換えれば独裁主義は世界3の問題を考えようとしないで，人間の社会もまた世界1の

存在として支配しうると考えてしまうのである。しかし，残念ながら世界1と世界3は別物

であって同じように扱うことができない。このことはヨーロッパの解釈主義が19世紀の後

半から熱心に論じていた実証主義批判にも通じる。古い時代の実証主義（自然科学主義）は，

人間の内面や人間の社会を自然科学の方法で操作できると考えていた。そもそも「社会科学

（social science）」という言葉が生まれたのも，自然科学の成功による科学の万能感に基づい

ていた。解釈主義による実証主義批判を，三世界論の言葉で言えば，実証主義は世界1と世

界3を混同していたのである。

ただし，人文・社会科学は自然科学の方法では論じることができないと主張した解釈主義

の議論も，実証主義と同じく二分法で考えていた。実証主義は人間と自然の二分法で，人間

が自然を一方的に加工し，操作し，支配できると考えた。これに対して，解釈主義は客観的

な存在である自然と主観に依存する人間の内面の二分法で考えていた。この結果，解釈主義

は人間の内面である世界2と人間が作り出した世界3を混同している。その結果，人間が作

り出した社会の問題はすべて人々の主観によって自由にできるという考えに向かうことに

なったのである。

この結果，解釈主義は様々な困難に直面してきた。人間は自分の社会を自由に改変できる

と主張しても，現実には決して自由になどできない。その結果，大勢の人々が難しい議論や

用語法を開発して，解釈主義の議論はますます理解困難になっていった。賢明な思想家たち

の自由な主観によって現実の社会が少しも改善されないのは，「矛盾だ」「パラドックスだ」

「・・の弁証法だ」といった議論がいろいろ登場したのだが，それらは問題を解決するとい

うよりも，奇抜なレトリックで昔ながらの同じような問題をあたかも斬新な取り組みである

かのように見せていただけであった。要するに世界2が世界3を思いのままにできないとい

うだけのことである。

しかし，解釈主義の議論を三世界論の三分法に移すならば，難しい議論はいらない。人間

の主観の世界である世界2と，人間が生み出した世界3は別であると考えるだけのことであ

る。つまり社会は，歴史は，そして宗教は，文化は，学問は人々の主観が生み出したもので

あるが，人々の主観が生み出しているがゆえに人々の自由にはならない客観的存在なのである。

18



三世界論と歴史社会学の新提案

すでに他の論文で論じた例なのだが，世界3に即する客観的な存在である法律が，特定の

人々の主観（世界2）で勝手に変更されてしまったならば，それはまさに独裁国家であると

いわなければならない。現に各国の法律には世界3の存在として確定するための手続きが厳

重に組み込まれている。

もちろん本稿で主題として論じてきた「歴史」もまた世界3の存在として考えることがで

きる。たとえば，昔からよくある「歴史に名を残す」「歴史的な快挙」などという言い方は，

歴史がある程度以上固定的で人々の自由にならないことを想定しているのではないだろう

か。もしも，人々の主観によって歴史がどのようにでもなり，各自ばらばらの歴史を思い描

いているとするならば，名を残すことも難しいし，快挙にも説得力がない。むしろ歴史を単

なる主観や関係性としてだけではなく，それ自体が客観的な性質を持った存在であるとも考

えるならば解釈主義の困難はかなり解決できるのである。

そして，歴史社会学は世界3の存在である歴史を社会学的な視点からとらえなおすことが

できる。もちろん，その場合重要なのは，解釈主義か三世界論かという二者択一を強調する

ことによって再び新たな二分法にはまり込むことではなくて，両方の利点を生かして考えて

いくことである。

おわりに：三世界論が実現する社会の学

実証主義は世界1と世界3を区別できないことによって自然科学の方法を社会の問題に無

理やり当てはめようとしていろいろな困難に突き当たった。20世紀前半の社会科学を眺めま

わせばその種の事例がいくらでもある。これに対して，解釈主義（意味学派）は世界2と世

界3を混同することでそもそも不可能な課題を背負い込んでしまった。人々がいくら主観的

に理想社会を念じても，現実の社会は動かない。世界2の主観と世界3の社会現象は全く別

物だからである。これも20世紀後半の社会哲学や社会学思想を観察すればたくさん見つか

る現象である。皆が啓蒙主義や近代主義を必死に念じていたのに，現実の社会では野蛮な暴

力やとんでもない差別が後を絶たない。これはどうしたことだ。何が間違ってしまったのか。

あるいは啓蒙や近代の宿敵が新たに現れて常人にはわからない秘策で対抗してきたのか。し

かし，世界2と世界3は最初から違うのだといえば，その種の深刻な話はそもそも性格の違

う要因を勝手に混同していただけであるということになる。

とりわけ歴史社会学は時間軸に沿って社会を考える。そこで関心の対象となるのは，人間

が作り出している世界（世界3）が確かに進化，あるいは進歩することである。このように

いうと，先に引用した網野善彦の文章を思い出すだろう。網野は一つの国（日本）が一様に

単線的に進歩していくという進歩史観を批判したが，多様な生活を送る多様な人々が互いに

自分の生活や生業を少しでも向上させようとする努力はむしろ肯定していた。すでに述べた

ように，あれかこれかの二分法はしばしば不毛な極論に向かってしまうので注意が必要であ

る。
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考古学者の松木武彦は「なぜ人工物は進化するのか」と問いかけて，次のように答えてい

る。

「しかし，人工物は，あくまでも社会的な行為の産物だ。半人半獣の塑像16）に代表される，

ビッグバンと評されるような複雑で精緻な人工物も，ホモ・サピエンスの進化した脳と

身体から生じてはいるが，直接にはそれを必要とする複雑な社会関係が導き出したもの

と考えなければならない。脳と，それが生み出す人工物の進化を導いた直接要因は，社

会関係の深化だ。そしてさらに進化した脳が，複雑になった―美や神を体現した―

人工物を媒介として，より複雑な社会を織りなすようになったのである。」（松木武彦『全

集　日本の歴史　第1巻　列島創世記』，小学館，2007年，31-32頁）

おそらく人類最古の半人半獣の像―「ライオン人間」―を作った人物は，自分が人工

物や社会を進化させているとは考えていなかっただろう。「進化」や「進歩」という概念が生

まれて，それについて人々がいろいろ考えるようになるほどには，まだ当時の「社会」が進

歩していなかったからである。実際にライオンの頭を持った像にいったいどんな意味があっ

たのか。今では知る由もない。しかし，これを作った人物は周りにいる人々との間で様々な

工夫をすることに喜びを感じていたのだろう。そして人工物は人々の工夫によって，工夫が

蓄積されていくことによって確かに進化していく。

「ライオン人間」もまた世界3の社会的存在としてさらに進化していく途中だったのかもし

れない。その意味で美も芸術も強度に社会的な性質をもった社会的存在という性質を持って

いる。松木が強調するように，旧石器時代から縄文時代の移行期には，実用性をはるかに超

えた，必要以上の技術が洗練された，そこでは「見せるため」の精緻な石器が登場してい

る 17）。それらは単なる経済的な相互関係だけでなく，むしろ人々の心を満たす象徴的なモノ

だったのではないだろうか。特定の小集団の人々は自分たちの象徴（シンボル）を誇示する

ことでより多くの人々を服従させていたのではないだろうか。

こうした考古学による発見の事例は，数万年に及ぶ人類史の「進歩」や「進化」を，まさに

象徴しているのではなかろうか。現に日本列島で何千か所もの遺跡で発見される旧石器時代

の遺物に比べて，21世紀の人々が使っている道具の方が使いやすく，耐久性にも優れている

のは間違いないだろう。黒曜石を超絶技巧で削る技術はあったにせよ，使用する大半の道具

を自分で作っていた旧石器時代の人々の世界に戻りたいのかといえば，今日の人々のほとん

どすべては反対するだろう。

こう考えると，数万年の単位でみて，人類は少なくとも当人たちが実感する程度には「進

歩」や「進化」を実現していたと考える方が合理的なのではないだろうか。そして当人たち

が自信をもって評価しあっている価値について客観的に計測することが可能であるかもしれ

ない。それこそが，世界1や世界2から独立した世界3としての「社会」や「文化」，そして「歴
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史」を問い直すことにつながるのではないか。

このように考えてくると，多くの人々が日常的に接している社会的存在としての「歴史」

に再び対面することができるようになる。たとえば世界のどこかの古い街並みを誇る旧市街

に行って，そこで昔ながらの商売を営んでいる人々や，古い寺院を守っている宗教者が「う

ちは昔からこうでした」と，自信満々で明言する場合，それを頭から否定する論理を21世紀

の今現在すぐに用意できるだろうか。20世紀前半ならば今では手垢がついて陳腐になった言

葉がたくさんあったのだが，どれも賞味期限が過ぎてしまっているはずである。

昔ながらの生活を続けている人々が実感しているのは，それ自体として客観的な社会存在

なのではないか。それを本稿では世界3と呼ぶことを提案するのである。

現に，世界3に属する問題を世界1の論理で否定しようとしても無理があるのではないか。

ここに実証主義の限界があった。また，「すべては主観だ」と言い渡しても，「伝統」という

名で呼ばれる世界3の存在を至上の価値として尊重する人々を説得できるだろうか。「そん

なものはたんなる思い込みだ」「主観だ」と反論しても，まさにそう思い込んでいる人々がど

う反応するだろうか。仮に「伝統など科学的ではない！」などと断言すれば，断言した当人

が世界1と世界3を区別できていない実証主義（科学主義）の発想から離れられないことを，

自ら告白することになってしまう。伝統は確かに人々の主観の産物であるが，主観を共有す

る人々が勝手に変更できないからこそ伝統なのである。ここに解釈主義（意味学派）の限界

があった。

客観的な社会的存在である世界3の問題を変更するには，それを受け入れているすべての

人々の永続的な承認をえなければならない。人は他人との間で取り交わした約束を，約束し

た相手との間でしか変更することも，正式に解消することもできないからである。それは通

常の場合，困難なことであって多くの人々にはしばしば不可能である。個々人の主観の前に

は，先行する無数の人々の主観が生み出した「社会」がそびえたっており，それを克服する

には常人以上の能力や，それ以上に，時間を超えた持久力が不可欠だからである。

そもそも，哲学や文学，そして社会科学創始期の主題は既存の世界3に対抗することによっ

て成立してきたともいえる。個人の自由を最大限実現しようとする哲学者や，文学の主人公

は，現実の社会生活に突き当たって苦悩する。当然だろう。個人の周囲には過去からの人間

関係の記憶が膨大に蓄積されているからである。ある人物の「自由」が増えるということは，

同時に周囲の人々の不自由が増えることである。そして，そんな苦しみを，それぞれの方法

で，主に人々の内面で―おそらく疑似的に―解決しようとするのが，哲学や文学，そし

て宗教だったのだろう。

それらは，当初ささやかな試みだったのかもしれない。しかし，多くの人々に支持されて

拡大し，影響力を増していくことでかなりの成功を収める。解釈主義（意味学派）の最盛期

には，人間を取り巻くあらゆる問題は個人の心の在り方ですべてどのようにでも自由自在に

支配できると考えたのかもしれない。そして，対立する人々の内面を勝手に読み取って，「単
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なる主観」だ「幻想」だといってそれらを放棄することを要求する。しかし，そんなことは

ありえず，結局，後に続くのは強弱の争いの他はない。

このように考えていくと，20世紀の膨大な殺戮の史実は人間の社会の根幹をめぐる「解釈」

の歴史だったとも考えることが可能になるのではないだろうか。社会の問題はすべてが解釈

だと考える人々は，自分たちの解釈こそが「すべて」であると容易に信じてしまうからであ

る。その結果，自分たちと異なる「すべて」を信じる人々と，あれかこれかの二分法的な争

いをせざるをえない。おそらくそれらは「科学的」でもなければ，「事実」でもない。

そして，歴史社会学は再び考え始める。自分たちの前に存在する「社会」を，単なる主観，

単なる共有知識，あるいは幻想としか認めない考えは，実は大きな犠牲を強いていたのでは

ないだろうか。社会を世界3の客観的存在として考えることによって，自分たちと異なった

「社会」を世界3として共有する人々への理解も増していくのではないだろうか。

もちろん反論もあるだろう。むしろ多くの反論をふまえて進んでいく必要がある。本稿の

議論によって三世界論，とりわけ「世界3としての社会」という提案に少しでも説得力が増

すならば幸いである。

注記

1）  経済学や経営学でいう「埋没費用（sunk cost）」の問題で，先行する投資が大きければ大き

いほど，方針転換をすることによって投資が「埋没」することをためらわざるをえない。「夢

の超音速旅客機コンコルド」は，早くから採算性に否定的な判断が示されながらも，あまり

にも膨大な先行投資のためにますます膨大な費用を浪費していくことになった。「コンコル

ド効果」という言葉を生み出した事例は，英仏二か国の共同開発であったことも関係してお

り，互いに自国の面子の問題も絡んで撤退を困難にしてしまった。膨大な費用を食いつくし

消えていったコンコルドは，今でも歴史に残る名機として専門家の語り草であるが，費用対

効果で考えるならば，ある時代の特異な現象であるとしかいいようがない。

2）  歴史学をはじめとして歴史を主題とする学問は「歴史」が実在するという約束に出発する。

ただし，この「約束」というのが実は曲者で特定の人々だけが共有する約束であるととらえ

ることもできれば，すでに多くの人々によって成果が蓄積された人類共通の資産であると考

えることもできる。ただし，この問題は後で論じていく解釈主義と実証主義の間の立場の違

い，あるいは対立点に関係している。実証主義は学問（科学）という知の営みが普遍的な意

義をもち，遅々とした進行で，また不完全でありながらも，成し遂げられた成果は不滅であ

ると考える。これに対して，解釈主義は学問（科学）もまた次々と生じては消えていく関係

の一種でしかないと考える。本稿はこれら二つの立場から続けられてきた議論に対して，別

の選択肢を提案するものである。

3）  この種の議論は翻訳上困難がありうるので，原文をあげることにする。

       When we think about the relation of the objects surrounding us to our personal 

experiences of them, we are sometimes tempted to say that these personal  experiences are 

the material of which reality consists ̶ How this temptation arises will become clearer later on.
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       When we think in this way we seem to lose our firm hold on the objects surrounding us. 

And instead we are left with a lot of separate personal experiences of different individuals. 

These personal experiences again seem vague and seem to be in constant flux- Our 

language seems not to have been made to describe them. We are tempted to think that in 

order to dear up such matters philosophically our ordinary language is too coarse, that we 

need a more subtle one.

       We seem to have made a discovery ̶ which I could describe by saying that the ground 

on which we stood and which appeared to be firm and reliable was found to be boggy and 

unsafe. ̶ That is, this happens when we philosophize; for as soon as we revert to the 

standpoint of common sense this general uncertainty disappears. (The Blue Book（1934）

http://mickindex.sakura.ne.jp/wittgenstein/witt_blue_en.html)

4）  ポパーの三世界論に触発されて筆者がこれまで展開してきた議論については以下の拙稿を参

照されたい。

     a． 三世界論全般についての説明は次の二点で行った。いうならば，ポパー＝犬飼の三世

界論の綱領論文である。

    犬飼裕一，「世界 3と社会学：カール・R・ポパーと新しい社会像の可能性」

    ―，「世界 3と客観的社会存在：カール・R・ポパーと新しい社会像の可能性 2」

     b． 人工知能技術の発展によってポパーが考えていた三世界の区分が変更を受けるのかと

いう問題を論じたのが次の論文である。

    ―，「AIと世界 3：カール・ポパー三世界論による社会学の可能性」

    c． そして，解釈主義（意味学派）の社会学の成果を，三世界論の中に批判的に取り入れ

るための考察を，次の二点で行った。

     ―，「ルーマン，歴史と意味学派―「近代社会における近代的なるもの」（1990）

を読み解く中で―」

     ―，「解釈主義の限界と新しい客観性：マックス・ウェーバー，ジンメルへの代案

としての三世界論」。

   もちろん，本稿はこれらの続編でもあるのだが，同時に「歴史」をめぐる歴史学や歴史社会

学に新たな理論的，方法論的考察を付け加えようという意図にも基づいている。それは三世

界論によって「歴史」がどのように見えてくるのかという問いであり，また歴史学や歴史社

会学に対して，「理論」が新たにどのような貢献が可能なのかを問うことでもある。

5）  この世界 3をどのようにとらえるのかにつて，ポパーの議論と本稿の議論にかなりの相違が

あることをここでは正直に認めておく。通常，「ポパーの世界 3」といえば，しばしば「科学」

―とりわけ自然科学のみ―のことであるとみなされている。このことはポパーの三世界

論が人生後半に属する展開であり，ポパー自身も模索の中で探求していたという事情と関係

している。また今日までの受容において，ポパーの議論は主に科学哲学，科学論といった領

域で盛んだったため，世界 3の領域を「科学」以外に広げて考える立場がなかなか登場して

こなかったからでもある。また，私見ではこのような限定が行われてきた原因の責任はポパー

自身にもある。理由は簡単で，「世界 3」をめぐる議論を展開する際の実例として挙げている

のがほとんど例外なく自然科学の事例ばかりだからである。このことは，たとえば「ポパー

の世界 3は「科学」に限定される議論であってそれ以外ではない！」と強く主張する学説史
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的な立場が可能であることを否定しているわけではない。そのような立場に対しては，むし

ろ積極的にこれが本稿の筆者の独自の主張であると明言したい。ポパーの思考に大きく触発

されてきたことは認めるが，ポパーの後継者として科学哲学をさらに発展させようという意

図はないからである。

6）  「自然史（natural history）」という伝統ある研究分野があるが，これは自然界の動態を人間が

調査研究して行った歴史研究であって，もちろん世界 3に属する。

7）  この種の極端な二分法思考は，今日の世界でも支配的で，昨今の人工知能（AI）をめぐる議

論にも顕著に登場している。ここでは一つの書名をあげるだけで十分だろう。キャシー・オ

ニール『あなたを支配し，社会を破壊する，AI・ビッグデータの罠』，久保尚子訳，インター

シフト，2018年。原題は，Weapons of Math Destructionであり，数値化（数学化，math）

がもたらす人間生活全体の破壊（mass destruction）でもある（math＝数学・数値化とmass

＝全体の掛詞）。AIも数値化も，それぞれ功罪両面があるはずだが，ここでは AIの是非，数

値化の是非を問う二分法が，読者に，あれかこれかの二分法を強いているのである。それは，

今日にいたるまで世界中で人々の話題を集めている「AI楽園論」と「AI地獄論」の二分法

や二項対立につながっている。AIが発展した世界で，人々は安楽に暮らせるのか，それとも

不要化して職を奪われて野垂れ死ぬのかの，まさに二分法思考そのものである。

8）  犬飼裕一「社会にとって歴史とは何か？―E・H・カー『歴史とは何か』を社会学理論から

読む―」，『研究紀要』（日本大学文理学部人文科学研究所），第 98号，2019年，97頁以下

参照。

9）  「万国史」とは明治期に英独仏の世界史をそのまま輸入して成立した当時の日本の学問分野

のこと。岡田がここで書いているように，古代ギリシアに始まり当時の英独仏による世界覇

権に収束する世界史である。

10）  まさに岡田の独壇場といった主題がここに展開する。ヘロドトスや司馬遷以来，「歴史」と

いう知はそれ自体が歴史的形成物であり，歴史として積み重ねられてきた以上，人々の主観

で自由にすることなどできない。そんなことができるのならば人々の苦労は初めからありえ

ないのである。先の引用の続きは以下のとおりである。

      「これら「東洋史」と「西洋史」は，いずれも中国型の「天命」史観，「正統」史観の論

理に基づいて，しかもそれぞれ独立に出来上がっている歴史であるので，なみたいてい

のことでは一緒にはならない。そのため，「東洋史」に手を加えて何とか「西洋史」に

近づけようと，いろいろな方法が試みられた。それが時代区分であり，東西交渉史であり，

塞外史であり，社会経済史であった。しかしいずれも，我々日本人の歴史観の根底が中

国型の歴史にあることを自覚しないまま，「西洋史」の用語だけを表面的に「東洋史」

に適用しようとして失敗に終わり，歴史学の統一なども思いも寄らないままであった。

そこへ第二次世界大戦後の学制改革で，東洋史と西洋史は合体して「世界史」という科

目になることになった」（同所）。

11）  まさにこれこそが，2011年の拙著で中心的に探究した問題であった。犬飼裕一『方法論的個

人主義の行方』，勁草書房，2011年。

12）  社会学という知の成立は，自分自身もまた社会的に考える人々が他者との間でどのように考

える社会を作り出しているのかという自己言及的な知のあり方に依存している。社会学の成

立は，まさに自己言及性を容認することに依存している。人々が「社会」についての考察を
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根拠として考えることを始めるということは，当人自身が「社会」において他者から考えら

れ始めることを容認することそのものでもある。そして，社会をめぐる科学であることを標

榜する社会科学はこの自己言及性の連鎖や循環を避けることはできないのである。

13）  C・ライト・ミルズ『パワー・エリート』，鵜飼信成・綿貫譲治訳，ちくま学芸文庫，2020年。

14）  この大著にはオリジナル版と縮約版他があり，原文参照に困難が生じる可能性があるので読

者の便宜のために原文をあげることにする。

      The forces in action are not national but proceed from wider causes, which operate upon 

each of the parts and are not intelligible in their partial operation unless a comprehensive 

view is taken of their operation throughout the society. Different parts are differently 

affected by an identical general cause, because they each react, and each contribute, in a 

different way to the forces which that same cause sets in motion. A society, we may say, is 

confronted in the course of its life by succession of problems which each member has to 

solve for itself as best it may. (Arnold J. Toynbee, A Study of History, Abridgement of Volumes 

I-VI by D.C. Somervell, Oxford University Press, 1946, p.3).  

15）  犬飼裕一「解釈主義の限界と新しい客観性：マックス・ウェーバー，ジンメルへの代案とし

ての三世界論」。

16）  ドイツでみつかった三万数千年前の半人半獣像「ライオン人間」。世界最古の彫刻の一つと

されている。すでに当時ホモ・サピエンスは実在しない架空の存在を思い描いて造形化する

ことを始めていた。

17）  松木武彦『全集　日本の歴史　第 1巻　列島創世記』，小学館，2007年，54頁以下。松木は，

すでに旧石器時代から人が作ったモノが社会的な関係や意味づけを強く反映していると主張

する。

文献

網野善彦『「日本」とは何か』，講談社，2000年

犬飼裕一『方法論的個人主義の行方』，勁草書房，2011年

犬飼裕一「社会にとって歴史とは何か？―E・H・カー『歴史とは何か』を社会学理論から読む―」，

『研究紀要』（日本大学文理学部人文科学研究所），第 98号，2019年

犬飼裕一，「世界 3と社会学：カール・R・ポパーと新しい社会像の可能性」，『社会学論叢』第 196

号（日本大学社会学会），2019年

犬飼裕一，「世界 3と客観的社会存在：カール・R・ポパーと新しい社会像の可能性 2」，『社会学論叢』

第 199号（日本大学社会学会），2020年

犬飼裕一「AIと世界 3：カール・ポパー三世界論による社会学の可能性」，『研究紀要』（日本大学

文理学部人文科学研究所），第 100号，2020年

犬飼裕一，「ルーマン，歴史と意味学派―「近代社会における近代的なるもの」（1990）を読み解

く中で―」，『研究紀要』（日本大学文理学部人文科学研究所），第 101号，2021年

犬飼裕一，「解釈主義の限界と新しい客観性：マックス・ウェーバー，ジンメルへの代案としての

三世界論」，『研究紀要』（日本大学文理学部人文科学研究所），第 102号，2021年

松木武彦『全集　日本の歴史　第 1巻　列島創世記』，小学館，2007年

25



三世界論と歴史社会学の新提案

C・ライト・ミルズ『パワー・エリート』，鵜飼信成・綿貫譲治訳，ちくま学芸文庫，2020年

岡田英弘『世界史の誕生：モンゴルの発展と伝統』，ちくま文庫，1999年（初版 1992年）

キャシー・オニール『あなたを支配し，社会を破壊する，AI・ビッグデータの罠』，久保尚子訳，

インターシフト，2018年

カール・ポパー『客観的知識：進化論的アプローチ』，森博訳，木鐸社，1974年

カール・ポパー『果てしなき探求：知的自伝』，森博訳，岩波書店，1978年

カール・ポパー／ジョン・エクルズ『自我と脳』上，西脇与作訳，思索社，1986年

アーノルド・トインビー『歴史の研究』I（『トインビー著作集 1』），長谷川松治訳，社会思想社，

1967年 (Arnold J. Toynbee, A Study of History, Abridgement of Volumes I-VI by D.C. Somervell, 

Oxford University Press, 1946)

ルートヴィヒ・ウィトゲンシュタイン『青色本』，大森荘蔵訳，ちくま学芸文庫，2010年（ネット上

の原文：Ludwig Wittgenstein, The Blue Book（1934）

   http://mickindex.sakura.ne.jp/wittgenstein/witt_blue_en.html)

26



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
    /@JustEditMark
    /00
    /AachenBT-Bold
    /AachenBT-Roman
    /ACaslonPro-Bold
    /ACaslonPro-BoldItalic
    /ACaslonPro-Italic
    /ACaslonPro-Regular
    /ACaslonPro-Semibold
    /ACaslonPro-SemiboldItalic
    /AdLibBT-Regular
    /AdobeArabic-Bold
    /AdobeArabic-BoldItalic
    /AdobeArabic-Italic
    /AdobeArabic-Regular
    /AdobeDevanagari-Bold
    /AdobeDevanagari-BoldItalic
    /AdobeDevanagari-Italic
    /AdobeDevanagari-Regular
    /AdobeFangsongStd-Regular
    /AdobeFanHeitiStd-Bold
    /AdobeGothicStd-Bold
    /AdobeHebrew-Bold
    /AdobeHebrew-BoldItalic
    /AdobeHebrew-Italic
    /AdobeHebrew-Regular
    /AdobeHeitiStd-Regular
    /AdobeKaitiStd-Regular
    /AdobeMingStd-Light
    /AdobeMyungjoStd-Medium
    /AdobeNaskh-Medium
    /AdobePiStd
    /AdobeSansMM
    /AdobeSerifMM
    /AdobeSongStd-Light
    /AdobeThai-Bold
    /AdobeThai-BoldItalic
    /AdobeThai-Italic
    /AdobeThai-Regular
    /AGaramondPro-Bold
    /AGaramondPro-BoldItalic
    /AGaramondPro-Italic
    /AGaramondPro-Regular
    /AgencyFB-Bold
    /AgencyFB-Reg
    /Aharoni-Bold
    /Alba
    /AlbaMatter
    /AlbaSuper
    /Aldine401BT-BoldA
    /Aldine401BT-BoldItalicA
    /Aldine401BT-ItalicA
    /Aldine401BT-RomanA
    /Aldine721BT-Bold
    /Aldine721BT-BoldCondensed
    /Aldine721BT-BoldItalic
    /Aldine721BT-Italic
    /Aldine721BT-Light
    /Aldine721BT-LightItalic
    /Aldine721BT-Roman
    /Algerian
    /AllegroBT-Regular
    /AmazoneBT-Regular
    /AmeliaBT-Regular
    /AmericanaBT-Bold
    /AmericanaBT-ExtraBold
    /AmericanaBT-ExtraBoldCondensed
    /AmericanaBT-Italic
    /AmericanaBT-Roman
    /AmericanTextBT-Regular
    /AmerigoBT-BoldA
    /AmerigoBT-BoldItalicA
    /AmerigoBT-ItalicA
    /AmerigoBT-MediumA
    /AmerigoBT-MediumItalicA
    /AmerigoBT-RomanA
    /Amienne
    /Amienne-Bold
    /Andalus
    /AngsanaNew
    /AngsanaNew-Bold
    /AngsanaNew-BoldItalic
    /AngsanaNew-Italic
    /AngsanaUPC
    /AngsanaUPC-Bold
    /AngsanaUPC-BoldItalic
    /AngsanaUPC-Italic
    /Aparajita
    /Aparajita-Bold
    /Aparajita-BoldItalic
    /Aparajita-Italic
    /APJapanesefontT
    /ArabicTypesetting
    /Arial-Black
    /Arial-BlackItalic
    /Arial-BoldItalicMT
    /Arial-BoldMT
    /Arial-ItalicMT
    /ArialMT
    /ArialNarrow
    /ArialNarrow-Bold
    /ArialNarrow-BoldItalic
    /ArialNarrow-Italic
    /ArialRoundedMTBold
    /ArialUnicodeMS
    /Arnprior
    /ArrusBT-Black
    /ArrusBT-BlackItalic
    /ArrusBT-Bold
    /ArrusBT-BoldItalic
    /ArrusBT-Italic
    /ArrusBT-Roman
    /AuroraBT-BoldCondensed
    /AuroraBT-RomanCondensed
    /BabyKruffy
    /BakerSignetBT-Roman
    /BalloonBT-Bold
    /BalloonBT-ExtraBold
    /BalloonBT-Light
    /BankGothicBT-Light
    /BankGothicBT-Medium
    /BaskervilleBT-Bold
    /BaskervilleBT-BoldItalic
    /BaskervilleBT-Italic
    /BaskervilleBT-Roman
    /BaskOldFace
    /Batang
    /BatangChe
    /BauerBodoniBT-Black
    /BauerBodoniBT-BlackCondensed
    /BauerBodoniBT-BlackItalic
    /BauerBodoniBT-Bold
    /BauerBodoniBT-BoldCondensed
    /BauerBodoniBT-BoldItalic
    /BauerBodoniBT-Italic
    /BauerBodoniBT-Roman
    /Bauhaus93
    /Baveuse
    /BellaDonna
    /BellGothicBT-Black
    /BellGothicBT-Bold
    /BellGothicBT-Roman
    /BellGothicStd-Black
    /BellGothicStd-Bold
    /BellMT
    /BellMTBold
    /BellMTItalic
    /BelweBT-Bold
    /BelweBT-Light
    /BelweBT-Medium
    /BelweBT-RomanCondensed
    /BerlinSansFB-Bold
    /BerlinSansFBDemi-Bold
    /BerlinSansFB-Reg
    /BernardMT-Condensed
    /BernhardBoldCondensedBT-Regular
    /BernhardFashionBT-Regular
    /BernhardModernBT-Bold
    /BernhardModernBT-BoldItalic
    /BernhardModernBT-Italic
    /BernhardModernBT-Roman
    /BernhardTangoBT-Regular
    /Berylium
    /Berylium-BoldItalic
    /Biondi
    /Biondi-Light
    /BirchStd
    /BlackadderITC-Regular
    /Blackletter686BT-Regular
    /BlackoakStd
    /BlippoBT-Black
    /BlueHighway
    /BlueHighway-Bold
    /BlueHighwayCondensed
    /BlueHighwayDType
    /BlueHighwayLinocut
    /BodoniBT-Bold
    /BodoniBT-BoldCondensed
    /BodoniBT-BoldItalic
    /BodoniBT-Book
    /BodoniBT-BookItalic
    /BodoniBT-Italic
    /BodoniBT-Roman
    /BodoniMT
    /BodoniMTBlack
    /BodoniMTBlack-Italic
    /BodoniMT-Bold
    /BodoniMT-BoldItalic
    /BodoniMTCondensed
    /BodoniMTCondensed-Bold
    /BodoniMTCondensed-BoldItalic
    /BodoniMTCondensed-Italic
    /BodoniMT-Italic
    /BodoniMTPosterCompressed
    /BookAntiqua
    /BookAntiqua-Bold
    /BookAntiqua-BoldItalic
    /BookAntiqua-Italic
    /BookmanBT-Italic
    /BookmanBT-ItalicHeadline
    /BookmanBT-Roman
    /BookmanBT-RomanHeadline
    /BookmanOldStyle
    /BookmanOldStyle-Bold
    /BookmanOldStyle-BoldItalic
    /BookmanOldStyle-Italic
    /BookshelfSymbolSeven
    /Boopee
    /Boopee-Bold
    /BradleyHandITC
    /BremenBT-Black
    /BremenBT-Bold
    /BritannicBold
    /Broadway
    /BroadwayBT-Regular
    /BroadwayEngravedBT-Regular
    /BrowalliaNew
    /BrowalliaNew-Bold
    /BrowalliaNew-BoldItalic
    /BrowalliaNew-Italic
    /BrowalliaUPC
    /BrowalliaUPC-Bold
    /BrowalliaUPC-BoldItalic
    /BrowalliaUPC-Italic
    /Brush445BT-Regular
    /Brush738BT-RegularA
    /BrushScriptBT-Regular
    /BrushScriptMT
    /BrushScriptStd
    /BurnstownDam
    /Byington
    /Byington-Bold
    /Byington-Italic
    /Calibri
    /Calibri-Bold
    /Calibri-BoldItalic
    /Calibri-Italic
    /Calibri-Light
    /Calibri-LightItalic
    /CalifornianFB-Bold
    /CalifornianFB-Italic
    /CalifornianFB-Reg
    /CalisMTBol
    /CalistoMT
    /CalistoMT-BoldItalic
    /CalistoMT-Italic
    /Calligraphic421BT-RomanB
    /Cambria
    /Cambria-Bold
    /Cambria-BoldItalic
    /Cambria-Italic
    /CambriaMath
    /Candara
    /Candara-Bold
    /Candara-BoldItalic
    /Candara-Italic
    /CandidaBT-Bold
    /CandidaBT-Italic
    /CandidaBT-Roman
    /CarbonBlock
    /CarminaBT-Black
    /CarminaBT-BlackItalic
    /CarminaBT-Bold
    /CarminaBT-BoldItalic
    /CarminaBT-Light
    /CarminaBT-LightItalic
    /CarminaBT-Medium
    /CarminaBT-MediumItalic
    /CaslonOldFaceBT-Heavy
    /CaslonOldFaceBT-Italic
    /CaslonOldFaceBT-Roman
    /CaslonOpenfaceBT-Regular
    /Castellar
    /CataneoBT-Bold
    /CataneoBT-Light
    /CataneoBT-Regular
    /CatholicSchoolGirlsIntlBB
    /Catriel
    /Catriel-Bold
    /Catriel-BoldItalic
    /Catriel-Italic
    /CaxtonBT-Bold
    /CaxtonBT-BoldItalic
    /CaxtonBT-Book
    /CaxtonBT-BookItalic
    /CaxtonBT-Light
    /CaxtonBT-LightItalic
    /Centaur
    /Century
    /CenturyExpandedBT-Bold
    /CenturyExpandedBT-BoldItalic
    /CenturyExpandedBT-Italic
    /CenturyExpandedBT-Roman
    /CenturyGothic
    /CenturyGothic-Bold
    /CenturyGothic-BoldItalic
    /CenturyGothic-Italic
    /CenturyOldstyleBold
    /CenturyOldstyle-Bold
    /CenturyOldstyleBT-Bold
    /CenturyOldstyleBT-Italic
    /CenturyOldstyleBT-Roman
    /CenturyOldstyleItalic
    /CenturyOldstyle-Italic
    /CenturyOldstyleRoman
    /CenturyOldstyle-Roman
    /CenturyOldStyleStd-Bold
    /CenturyOldStyleStd-Italic
    /CenturyOldStyleStd-Regular
    /CenturySchoolbook
    /CenturySchoolbook-Bold
    /CenturySchoolbook-BoldItalic
    /CenturySchoolbookBT-Bold
    /CenturySchoolbookBT-BoldCond
    /CenturySchoolbookBT-BoldItalic
    /CenturySchoolbookBT-Italic
    /CenturySchoolbookBT-Monospace
    /CenturySchoolbookBT-Roman
    /CenturySchoolbook-Italic
    /ChaparralPro-Bold
    /ChaparralPro-BoldIt
    /ChaparralPro-Italic
    /ChaparralPro-LightIt
    /ChaparralPro-Regular
    /CharlemagneStd-Bold
    /CharterITCbyBT-Black
    /CharterITCbyBT-BlackItalic
    /CharterITCbyBT-Bold
    /CharterITCbyBT-BoldItalic
    /CharterITCbyBT-Italic
    /CharterITCbyBT-Roman
    /CheltenhamBT-Bold
    /CheltenhamBT-BoldCondensed
    /CheltenhamBT-BoldCondItalic
    /CheltenhamBT-BoldExtraCondensed
    /CheltenhamBT-BoldItalic
    /CheltenhamBT-Italic
    /CheltenhamBT-Roman
    /Chick
    /Chiller-Regular
    /ClarendonBT-Black
    /ClarendonBT-Bold
    /ClarendonBT-BoldCondensed
    /ClarendonBT-Heavy
    /ClarendonBT-Light
    /ClarendonBT-Roman
    /ClarendonBT-RomanCondensed
    /ClassicalGaramondBT-Bold
    /ClassicalGaramondBT-BoldItalic
    /ClassicalGaramondBT-Italic
    /ClassicalGaramondBT-Roman
    /CloisterBlackBT-Regular
    /Cmmi10
    /Cmr10
    /Cmr12
    /Cmr17
    /Cmr5
    /Cmr6
    /Cmr7
    /Cmr8
    /Cmr9
    /Cmsy10
    /Cmsy5
    /Cmsy6
    /Cmsy7
    /Cmsy8
    /Cmsy9
    /ColonnaMT
    /ComicSansMS
    /ComicSansMS-Bold
    /CommercialPiBT-Regular
    /CommercialScriptBT-Regular
    /CompactaBT-Black
    /CompactaBT-Bold
    /CompactaBT-BoldItalic
    /CompactaBT-Italic
    /CompactaBT-Light
    /CompactaBT-Roman
    /Consolas
    /Consolas-Bold
    /Consolas-BoldItalic
    /Consolas-Italic
    /Constantia
    /Constantia-Bold
    /Constantia-BoldItalic
    /Constantia-Italic
    /CooperBlack
    /CooperBlackStd
    /CooperBlackStd-Italic
    /CooperBT-Black
    /CooperBT-BlackItalic
    /CooperBT-BlackOutline
    /CooperBT-Bold
    /CooperBT-BoldItalic
    /CooperBT-Light
    /CooperBT-LightItalic
    /CooperBT-Medium
    /CooperBT-MediumItalic
    /CopperplateGothic-Bold
    /CopperplateGothicBT-Bold
    /CopperplateGothicBT-BoldCond
    /CopperplateGothicBT-Heavy
    /CopperplateGothicBT-Roman
    /CopperplateGothicBT-RomanCond
    /CopperplateGothic-Light
    /Corbel
    /Corbel-Bold
    /Corbel-BoldItalic
    /Corbel-Italic
    /CordiaNew
    /CordiaNew-Bold
    /CordiaNew-BoldItalic
    /CordiaNew-Italic
    /CordiaUPC
    /CordiaUPC-Bold
    /CordiaUPC-BoldItalic
    /CordiaUPC-Italic
    /CourierNewPS-BoldItalicMT
    /CourierNewPS-BoldMT
    /CourierNewPS-ItalicMT
    /CourierNewPSMT
    /CourierStd
    /CourierStd-Bold
    /CourierStd-BoldOblique
    /CourierStd-Oblique
    /CreditValley
    /CreditValley-Bold
    /CreditValley-BoldItalic
    /CreditValley-Italic
    /Croobie
    /CurlzMT
    /DaunPenh
    /David
    /DavidaBoldBT-Regular
    /David-Bold
    /DCAiLineStd-W5
    /DCAiShadowStd-W5
    /DCAiStd-W5
    /DCCrystalStd-W5
    /DCHigeMojiStd-W5
    /DCHoLeiShoStd-W3
    /DCInlineStd-W5
    /DCKagoMojiStd-W12
    /DCLeiKaiShoStd-W5
    /DCYoseMojiStd-W7
    /Decorated035BT-Regular
    /DellaRobbiaBT-Bold
    /DellaRobbiaBT-Roman
    /DFBrushRDStd-W12
    /DFBrushRDStd-W7
    /DFBrushSQStd-W12
    /DFBrushSQStd-W5
    /DFBrushSQStd-W9
    /DFCraftDouStd-W3
    /DFCraftSumiStd-W9
    /DFCraftYuStd-W5
    /DFCraftYuStd-W7
    /DFFreeRyuSenStd-W2
    /DFFreeRyuSenStd-W3
    /DFFreeRyuYouStd-W3
    /DFFuunStd-W12
    /DFFuunStd-W7
    /DFGanShinKeiStd-W7
    /DFGiHiStd-W7
    /DFGiHi-W7-WING-RKSJ-H
    /DFGiHi-W7-WINP-RKSJ-H
    /DFGiHi-W7-WIN-RKSJ-H
    /DFGothic-EB-WING-RKSJ-H
    /DFGothic-EB-WINP-RKSJ-H
    /DFGothic-EB-WIN-RKSJ-H
    /DFGothicPStd-W2
    /DFGothicPStd-W3
    /DFGothicPStd-W5
    /DFGothicStd-W10
    /DFGothicStd-W12
    /DFGothicStd-W14
    /DFGothic-SU-WING-RKSJ-H
    /DFGothic-SU-WINP-RKSJ-H
    /DFGothic-SU-WIN-RKSJ-H
    /DFGothic-UB-WING-RKSJ-H
    /DFGothic-UB-WINP-RKSJ-H
    /DFGothic-UB-WIN-RKSJ-H
    /DFGyoKaiShoPro5-W5
    /DFGyoSho-Lt-WING-RKSJ-H
    /DFGyoSho-Lt-WINP-RKSJ-H
    /DFGyoSho-Lt-WIN-RKSJ-H
    /DFGyoShoPro5-W3
    /DFGyoShoPro5-W5
    /DFGyoShoPro5-W7
    /DFGyoShoStd-W5
    /DFHSGothicPro5-W3
    /DFHSGothicPro5-W5
    /DFHSGothicPro5-W7
    /DFHSGothicPro5-W9
    /DFHSGothicStd-W3
    /DFHSGothicStd-W5
    /DFHSGothicStd-W7
    /DFHSGothicStd-W9
    /DFHSGothic-W3-WING-RKSJ-H
    /DFHSGothic-W3-WINP-RKSJ-H
    /DFHSGothic-W3-WIN-RKSJ-H
    /DFHSGothic-W5-WING-RKSJ-H
    /DFHSGothic-W5-WINP-RKSJ-H
    /DFHSGothic-W5-WIN-RKSJ-H
    /DFHSGothic-W7-WING-RKSJ-H
    /DFHSGothic-W7-WINP-RKSJ-H
    /DFHSGothic-W7-WIN-RKSJ-H
    /DFHSGothic-W9-WING-RKSJ-H
    /DFHSGothic-W9-WINP-RKSJ-H
    /DFHSGothic-W9-WIN-RKSJ-H
    /DFHSMaruGothicPro5-W4
    /DFHSMaruGothicStd-W4
    /DFHSMaruGothic-W4-WING-RKSJ-H
    /DFHSMaruGothic-W4-WINP-RKSJ-H
    /DFHSMaruGothic-W4-WIN-RKSJ-H
    /DFHSMinchoPro5-W3
    /DFHSMinchoPro5-W5
    /DFHSMinchoPro5-W7
    /DFHSMinchoPro5-W9
    /DFHSMinchoStd-W3
    /DFHSMinchoStd-W5
    /DFHSMinchoStd-W7
    /DFHSMinchoStd-W9
    /DFHSMincho-W3-WING-RKSJ-H
    /DFHSMincho-W3-WINP-RKSJ-H
    /DFHSMincho-W3-WIN-RKSJ-H
    /DFHSMincho-W5-WING-RKSJ-H
    /DFHSMincho-W5-WINP-RKSJ-H
    /DFHSMincho-W5-WIN-RKSJ-H
    /DFHSMincho-W7-WING-RKSJ-H
    /DFHSMincho-W7-WINP-RKSJ-H
    /DFHSMincho-W7-WIN-RKSJ-H
    /DFHSMincho-W9-WING-RKSJ-H
    /DFHSMincho-W9-WINP-RKSJ-H
    /DFHSMincho-W9-WIN-RKSJ-H
    /DFKaiSho-Bd-WING-RKSJ-H
    /DFKaiSho-Bd-WINP-RKSJ-H
    /DFKaiSho-Bd-WIN-RKSJ-H
    /DFKaiSho-Lt-WING-RKSJ-H
    /DFKaiSho-Lt-WINP-RKSJ-H
    /DFKaiSho-Lt-WIN-RKSJ-H
    /DFKaiSho-Md-WING-RKSJ-H
    /DFKaiSho-Md-WINP-RKSJ-H
    /DFKaiSho-Md-WIN-RKSJ-H
    /DFKaiShoPro5-W12
    /DFKaiShoPro5-W14
    /DFKaiShoPro5-W3
    /DFKaiShoPro5-W5
    /DFKaiShoPro5-W7
    /DFKaiShoPro5-W9
    /DFKaiSho-SB-WIN-RKSJ-H
    /DFKaiShoStd-W12
    /DFKaiShoStd-W14
    /DFKaiShoStd-W3
    /DFKaiShoStd-W5
    /DFKaiShoStd-W7
    /DFKaiShoStd-W9
    /DFKaiSho-UB-WING-RKSJ-H
    /DFKaiSho-UB-WINP-RKSJ-H
    /DFKaiSho-UB-WIN-RKSJ-H
    /DFKaiSho-XB-WING-RKSJ-H
    /DFKaiSho-XB-WINP-RKSJ-H
    /DFKaiShu-SB-Estd-BF
    /DFKanTeiRyuStd-W9
    /DFKanTeiRyu-XB-WING-RKSJ-H
    /DFKanTeiRyu-XB-WINP-RKSJ-H
    /DFKanTeiRyu-XB-WIN-RKSJ-H
    /DFKinBunStd-W3
    /DFKKaiShoBPro5-W5
    /DFKoInStd-W4
    /DFKoIn-W4-WING-RKSJ-H
    /DFKoIn-W4-WINP-RKSJ-H
    /DFKoIn-W4-WIN-RKSJ-H
    /DFKyoKaShoPro5-W3
    /DFKyoKaShoPro5-W4
    /DFKyoKaShoStd-W3
    /DFKyoKaShoStd-W4
    /DFKyoKaSho-W3-WING-RKSJ-H
    /DFKyoKaSho-W3-WINP-RKSJ-H
    /DFKyoKaSho-W3-WIN-RKSJ-H
    /DFKyoKaSho-W4-WING-RKSJ-H
    /DFKyoKaSho-W4-WINP-RKSJ-H
    /DFKyoKaSho-W4-WIN-RKSJ-H
    /DFLeiGaSoStd-W9
    /DFLeiGaSo-W9-WING-RKSJ-H
    /DFLeiGaSo-W9-WINP-RKSJ-H
    /DFLeiGaSo-W9-WIN-RKSJ-H
    /DFLeiSho-SB-WING-RKSJ-H
    /DFLeiSho-SB-WINP-RKSJ-H
    /DFLeiSho-SB-WIN-RKSJ-H
    /DFLeiShoStd-W5
    /DFMaruGothic-Bd-WING-RKSJ-H
    /DFMaruGothic-Bd-WINP-RKSJ-H
    /DFMaruGothic-Bd-WIN-RKSJ-H
    /DFMaruGothic-Lt-WING-RKSJ-H
    /DFMaruGothic-Lt-WINP-RKSJ-H
    /DFMaruGothic-Lt-WIN-RKSJ-H
    /DFMaruGothic-Md-WING-RKSJ-H
    /DFMaruGothic-Md-WINP-RKSJ-H
    /DFMaruGothic-Md-WIN-RKSJ-H
    /DFMaruGothicStd-W12
    /DFMaruGothicStd-W14
    /DFMaruGothicStd-W3
    /DFMaruGothicStd-W5
    /DFMaruGothicStd-W7
    /DFMaruGothicStd-W9
    /DFMaruMoji-SL-WING-RKSJ-H
    /DFMaruMoji-SL-WINP-RKSJ-H
    /DFMaruMoji-SL-WIN-RKSJ-H
    /DFMaruMojiStd-W3
    /DFMaruMojiStd-W5
    /DFMaruMojiStd-W7
    /DFMaruMojiStd-W9
    /DFMaruMoji-W3-WING-RKSJ-H
    /DFMaruMoji-W3-WINP-RKSJ-H
    /DFMaruMoji-W3-WIN-RKSJ-H
    /DFMaruMoji-W7-WING-RKSJ-H
    /DFMaruMoji-W7-WINP-RKSJ-H
    /DFMaruMoji-W7-WIN-RKSJ-H
    /DFMaruMoji-W9-WING-RKSJ-H
    /DFMaruMoji-W9-WINP-RKSJ-H
    /DFMaruMoji-W9-WIN-RKSJ-H
    /DFMinchoPStd-W3
    /DFMinchoPStd-W5
    /DFMinchoStd-W12
    /DFMinchoStd-W14
    /DFMincho-SU-WING-RKSJ-H
    /DFMincho-SU-WINP-RKSJ-H
    /DFMincho-SU-WIN-RKSJ-H
    /DFMincho-UB-WING-RKSJ-H
    /DFMincho-UB-WINP-RKSJ-H
    /DFMincho-UB-WIN-RKSJ-H
    /DFOYoJunStd-W5
    /DFPOP1-SB-WING-RKSJ-H
    /DFPOP1-SB-WINP-RKSJ-H
    /DFPOP1-SB-WIN-RKSJ-H
    /DFPOP1Std-W12
    /DFPOP1Std-W3
    /DFPOP1Std-W5
    /DFPOP1Std-W7
    /DFPOP1Std-W9
    /DFPOP1-W12-WING-RKSJ-H
    /DFPOP1-W12-WINP-RKSJ-H
    /DFPOP1-W12-WIN-RKSJ-H
    /DFPOP1-W3-WING-RKSJ-H
    /DFPOP1-W3-WINP-RKSJ-H
    /DFPOP1-W3-WIN-RKSJ-H
    /DFPOP1-W5-WING-RKSJ-H
    /DFPOP1-W5-WINP-RKSJ-H
    /DFPOP1-W5-WIN-RKSJ-H
    /DFPOP1-W9-WING-RKSJ-H
    /DFPOP1-W9-WINP-RKSJ-H
    /DFPOP1-W9-WIN-RKSJ-H
    /DFPOP2Std-W12
    /DFPOP2Std-W9
    /DFPOP2-W12-WING-RKSJ-H
    /DFPOP2-W12-WINP-RKSJ-H
    /DFPOP2-W12-WIN-RKSJ-H
    /DFPOP2-W9-WING-RKSJ-H
    /DFPOP2-W9-WINP-RKSJ-H
    /DFPOP2-W9-WIN-RKSJ-H
    /DFPOPClipStd-W7
    /DFPOPCornStd-W12
    /DFPOPCornStd-W7
    /DFPOPStencilStd-W7
    /DFRuLeiAStd-W5
    /DFRuLeiAStd-W9
    /DFRuLeiStd-W5
    /DFRuLeiStd-W7
    /DFRuLei-W5-WING-RKSJ-H
    /DFRuLei-W5-WINP-RKSJ-H
    /DFRuLei-W5-WIN-RKSJ-H
    /DFRuLei-W7-WING-RKSJ-H
    /DFRuLei-W7-WINP-RKSJ-H
    /DFRuLei-W7-WIN-RKSJ-H
    /DFRyuSekiStd-W9
    /DFShinTenStd-W5
    /DFShinTenStd-W7
    /DFSinSoStd-W3
    /DFSinSo-W3-WING-RKSJ-H
    /DFSinSo-W3-WINP-RKSJ-H
    /DFSinSo-W3-WIN-RKSJ-H
    /DFSMGothic-Lt-WING-RKSJ-H
    /DFSMGothic-Lt-WINP-RKSJ-H
    /DFSMGothic-Lt-WIN-RKSJ-H
    /DFSMGothicStd-W2
    /DFSNGyoShoStd-W5
    /DFSNGyoSho-W5-WING-RKSJ-H
    /DFSNGyoSho-W5-WINP-RKSJ-H
    /DFSNGyoSho-W5-WIN-RKSJ-H
    /DFSoGeiStd-W5
    /DFSoGeiStd-W7
    /DFSoGeiStd-W9
    /DFSoGei-W5-WING-RKSJ-H
    /DFSoGei-W5-WINP-RKSJ-H
    /DFSoGei-W5-WIN-RKSJ-H
    /DFSoGei-W7-WING-RKSJ-H
    /DFSoGei-W7-WINP-RKSJ-H
    /DFSoGei-W7-WIN-RKSJ-H
    /DFSoGei-W9-WING-RKSJ-H
    /DFSoGei-W9-WINP-RKSJ-H
    /DFSoGei-W9-WIN-RKSJ-H
    /DFSoKaiShoStd-W7
    /DFSoKingStd-W3
    /DFSoKing-W3-WING-RKSJ-H
    /DFSoKing-W3-WINP-RKSJ-H
    /DFSoKing-W3-WIN-RKSJ-H
    /DFSumoStd-W12
    /DFSumo-W12-WING-RKSJ-H
    /DFSumo-W12-WINP-RKSJ-H
    /DFSumo-W12-WIN-RKSJ-H
    /DFTFLeiShoStd-W5
    /DFTFLeiShoStd-W7
    /DFTFLeiShoStd-W9
    /DFTFLeiSho-W5-WING-RKSJ-H
    /DFTFLeiSho-W5-WINP-RKSJ-H
    /DFTFLeiSho-W5-WIN-RKSJ-H
    /DFTFLeiSho-W7-WING-RKSJ-H
    /DFTFLeiSho-W7-WINP-RKSJ-H
    /DFTFLeiSho-W7-WIN-RKSJ-H
    /DFTFLeiSho-W9-WING-RKSJ-H
    /DFTFLeiSho-W9-WINP-RKSJ-H
    /DFTFLeiSho-W9-WIN-RKSJ-H
    /DHGothic-EB-WINP-RKSJ-H
    /DHGyoSho-Lt-WINP-RKSJ-H
    /DHHSGothic-W5-WINP-RKSJ-H
    /DHHSMincho-W3-WINP-RKSJ-H
    /DHHSMincho-W7-WINP-RKSJ-H
    /DHPGothic-EB-WIN-RKSJ-H
    /DilleniaUPC
    /DilleniaUPCBold
    /DilleniaUPCBoldItalic
    /DilleniaUPCItalic
    /DokChampa
    /DomBoldBT-Regular
    /DomCasualBT-Regular
    /DomDiagonalBT-Bold
    /DomDiagonalBT-Regular
    /Dotum
    /DotumChe
    /Dutch801BT-Bold
    /Dutch801BT-BoldItalic
    /Dutch801BT-ExtraBold
    /Dutch801BT-ExtraBoldItalic
    /Dutch801BT-Italic
    /Dutch801BT-ItalicHeadline
    /Dutch801BT-Roman
    /Dutch801BT-RomanHeadline
    /Dutch801BT-SemiBold
    /Dutch801BT-SemiBoldItalic
    /Dutch823BT-BoldB
    /Dutch823BT-BoldItalicB
    /Dutch823BT-ItalicB
    /Dutch823BT-RomanB
    /EarwigFactory
    /Ebrima
    /Ebrima-Bold
    /EccentricStd
    /EdwardianScriptITC
    /Egyptian505BT-Bold
    /Egyptian505BT-Light
    /Egyptian505BT-Medium
    /Egyptian505BT-Roman
    /ElegantGaramondBT-Bold
    /ElegantGaramondBT-Italic
    /ElegantGaramondBT-Roman
    /Elephant-Italic
    /Elephant-Regular
    /EmbassyJS
    /EmpireBT-Regular
    /English111AdagioBT-Regular
    /English111PrestoBT-Regular
    /English111VivaceBT-Regular
    /English157BT-Regular
    /EngraversMT
    /EngraversOldEnglishBT-Bold
    /EngraversOldEnglishBT-Regular
    /ErasITC-Bold
    /ErasITC-Demi
    /ErasITC-Light
    /ErasITC-Medium
    /EstrangeloEdessa
    /Euclid
    /Euclid-Bold
    /Euclid-BoldItalic
    /EuclidExtra
    /EuclidExtra-Bold
    /EuclidFraktur
    /EuclidFraktur-Bold
    /Euclid-Italic
    /EuclidMathOne
    /EuclidMathOne-Bold
    /EuclidMathTwo
    /EuclidMathTwo-Bold
    /EuclidSymbol
    /EuclidSymbol-Bold
    /EuclidSymbol-BoldItalic
    /EuclidSymbol-Italic
    /EucrosiaUPC
    /EucrosiaUPCBold
    /EucrosiaUPCBoldItalic
    /EucrosiaUPCItalic
    /EuphemiaCAS
    /EuphorigenicS
    /Exotic350BT-Bold
    /Exotic350BT-DemiBold
    /Exotic350BT-Light
    /FangSong
    /Fat
    /FelixTitlingMT
    /FencesPlain
    /Flareserif821BT-Bold
    /Flareserif821BT-Light
    /Flareserif821BT-Roman
    /FolioBT-Bold
    /FolioBT-BoldCondensed
    /FolioBT-Book
    /FolioBT-ExtraBold
    /FolioBT-Light
    /FolioBT-LightItalic
    /FolioBT-Medium
    /FolkPro-Bold
    /FolkPro-Heavy
    /FolkPro-Medium
    /FolkPro-Regular
    /FootlightMTLight
    /Formal436BT-Regular
    /ForteMT
    /FrakturJS
    /FranklinGothic-Book
    /FranklinGothic-BookItalic
    /FranklinGothicBT-ExtraCondensed
    /FranklinGothicBT-Italic
    /FranklinGothicBT-Roman
    /FranklinGothicBT-RomanCondensed
    /FranklinGothic-Demi
    /FranklinGothic-DemiCond
    /FranklinGothic-DemiItalic
    /FranklinGothic-Heavy
    /FranklinGothic-HeavyItalic
    /FranklinGothic-Medium
    /FranklinGothic-MediumCond
    /FranklinGothic-MediumItalic
    /FrankRuehl
    /FreesiaUPC
    /FreesiaUPCBold
    /FreesiaUPCBoldItalic
    /FreesiaUPCItalic
    /FreestyleScript-Regular
    /FrenchScriptMT
    /Freshbot
    /Frosty
    /FutoGoB101Pr5-Bold
    /FutoGoB101Pro-Bold
    /FutoMinA101Pro-Bold
    /FuturaBlackBT-Regular
    /FuturaBT-Bold
    /FuturaBT-BoldCondensed
    /FuturaBT-BoldCondensedItalic
    /FuturaBT-BoldItalic
    /FuturaBT-Book
    /FuturaBT-BookItalic
    /FuturaBT-ExtraBlack
    /FuturaBT-ExtraBlackCondensed
    /FuturaBT-ExtraBlackCondItalic
    /FuturaBT-ExtraBlackItalic
    /FuturaBT-Heavy
    /FuturaBT-HeavyItalic
    /FuturaBT-Light
    /FuturaBT-LightCondensed
    /FuturaBT-LightItalic
    /FuturaBT-Medium
    /FuturaBT-MediumCondensed
    /FuturaBT-MediumItalic
    /Gabriola
    /Gadugi
    /Gadugi-Bold
    /Garamond
    /Garamond-Bold
    /Garamond-Italic
    /Gautami
    /Gautami-Bold
    /Geometric231BT-BoldC
    /Geometric231BT-HeavyC
    /Geometric231BT-LightC
    /Geometric231BT-RomanC
    /Geometric415BT-BlackA
    /Geometric415BT-BlackItalicA
    /Geometric415BT-LiteA
    /Geometric415BT-LiteItalicA
    /Geometric415BT-MediumA
    /Geometric415BT-MediumItalicA
    /Geometric706BT-BlackB
    /Geometric706BT-BlackCondensedB
    /Geometric706BT-BoldCondensedB
    /Geometric706BT-MediumB
    /Geometric885BT-RegularD
    /GeometricSlab703BT-Bold
    /GeometricSlab703BT-BoldCond
    /GeometricSlab703BT-BoldItalic
    /GeometricSlab703BT-Light
    /GeometricSlab703BT-LightItalic
    /GeometricSlab703BT-Medium
    /GeometricSlab703BT-MediumCond
    /GeometricSlab703BT-MediumItalic
    /GeometricSlab703BT-XtraBold
    /GeometricSlab703BT-XtraBoldCond
    /GeometricSlab703BT-XtraBoldItal
    /Georgia
    /Georgia-Bold
    /Georgia-BoldItalic
    /Georgia-Italic
    /GFSPorson-Regular
    /GiddyupStd
    /Gigi-Regular
    /GillSansMT
    /GillSansMT-Bold
    /GillSansMT-BoldItalic
    /GillSansMT-Condensed
    /GillSansMT-ExtraCondensedBold
    /GillSansMT-Italic
    /GillSans-UltraBold
    /GillSans-UltraBoldCondensed
    /Gisha
    /Gisha-Bold
    /GlooGun
    /GloucesterMT-ExtraCondensed
    /Gothic720-BoldB
    /Gothic720-ItalicB
    /Gothic720-RomanB
    /Gothic821CondensedBT-Regular
    /GothicBBBPro-Medium
    /GothicMB101Pr5-Bold
    /GothicMB101Pr5-DeBold
    /GothicMB101Pr5-Heavy
    /GothicMB101Pr5-Light
    /GothicMB101Pr5-Medium
    /GothicMB101Pr5-Regular
    /GothicMB101Pr5-Ultra
    /GothicMB101Pro-Bold
    /GothicMB101Pro-DeBold
    /GothicMB101Pro-Heavy
    /GothicMB101Pro-Light
    /GothicMB101Pro-Medium
    /GothicMB101Pro-Regular
    /GothicMB101Pro-Ultra
    /GoudyOldStyleBT-Bold
    /GoudyOldStyleBT-BoldItalic
    /GoudyOldStyleBT-ExtraBold
    /GoudyOldStyleBT-Italic
    /GoudyOldStyleBT-Roman
    /GoudyOldStyleT-Bold
    /GoudyOldStyleT-Italic
    /GoudyOldStyleT-Regular
    /GoudySansITCbyBT-Black
    /GoudySansITCbyBT-BlackItalic
    /GoudyStout
    /Grad
    /Gulim
    /GulimChe
    /Gungsuh
    /GungsuhChe
    /Haettenschweiler
    /HakusyuKaisyo_kk
    /HakusyuKaisyoExtraBold_kk
    /HandelGothicBT-Regular
    /HarlowSolid
    /Harrington
    /HeavyHeap
    /Helvetica
    /HelveticaBlack
    /HelveticaBlackOblique
    /HelveticaBold
    /Helvetica-BoldOblique
    /HelveticaLight
    /HelveticaLightOblique
    /Helvetica-Narrow
    /Helvetica-NarrowBold
    /Helvetica-NarrowBoldItalic
    /Helvetica-NarrowItalic
    /Helvetica-Oblique
    /HGGothicE
    /HGGothicM
    /HGGyoshotai
    /HGKyokashotai
    /HGMaruGothicMPRO
    /HGMinchoB
    /HGMinchoE
    /HGPGothicE
    /HGPGothicM
    /HGPGyoshotai
    /HGPKyokashotai
    /HGPMinchoB
    /HGPMinchoE
    /HGPSoeiKakugothicUB
    /HGPSoeiKakupoptai
    /HGPSoeiPresenceEB
    /HGSeikaishotaiPRO
    /HGSGothicE
    /HGSGothicM
    /HGSGyoshotai
    /HGSKyokashotai
    /HGSMinchoB
    /HGSMinchoE
    /HGSoeiKakugothicUB
    /HGSoeiKakupoptai
    /HGSoeiPresenceEB
    /HGSSoeiKakugothicUB
    /HGSSoeiKakupoptai
    /HGSSoeiPresenceEB
    /HighTowerText-Italic
    /HighTowerText-Reg
    /HiraginoMin-W3-90msp-RKSJ-H
    /HiraginoMin-W3-90ms-RKSJ-H
    /HiraKakuPro-W3
    /HiraKakuPro-W6
    /HiraKakuStd-W8
    /HiraMaruPro-W4
    /HiraMinPro-W3
    /HiraMinPro-W6
    /HoboBT-Regular
    /HoboStd
    /Humanist521BT-Bold
    /Humanist521BT-BoldCondensed
    /Humanist521BT-BoldItalic
    /Humanist521BT-ExtraBold
    /Humanist521BT-Italic
    /Humanist521BT-Light
    /Humanist521BT-LightItalic
    /Humanist521BT-Roman
    /Humanist521BT-RomanCondensed
    /Humanist521BT-UltraBold
    /Humanist521BT-XtraBoldCondensed
    /Humanist531BT-BlackA
    /Humanist531BT-BoldA
    /Humanist531BT-RomanA
    /Humanist531BT-UltraBlackA
    /Humanist777BT-BlackB
    /Humanist777BT-BlackCondensedB
    /Humanist777BT-BlackItalicB
    /Humanist777BT-BoldB
    /Humanist777BT-BoldCondensedB
    /Humanist777BT-BoldItalicB
    /Humanist777BT-ExtraBlackB
    /Humanist777BT-ExtraBlackCondB
    /Humanist777BT-ItalicB
    /Humanist777BT-LightB
    /Humanist777BT-LightCondensedB
    /Humanist777BT-LightItalicB
    /Humanist777BT-RomanB
    /Humanist777BT-RomanCondensedB
    /HumanistSlabserif712BT-Black
    /HumanistSlabserif712BT-Bold
    /HumanistSlabserif712BT-Italic
    /HumanistSlabserif712BT-Roman
    /HummingStd-B
    /HurryUp
    /HuxleyVerticalBT-Regular
    /Huxtable
    /Impact
    /ImperialBT-Bold
    /ImperialBT-Italic
    /ImperialBT-Roman
    /ImpressBT-Regular
    /ImprintMT-Shadow
    /ImpulsBT-Regular
    /Incised901BT-Black
    /Incised901BT-Bold
    /Incised901BT-BoldCondensed
    /Incised901BT-Compact
    /Incised901BT-Italic
    /Incised901BT-Light
    /Incised901BT-Nord
    /Incised901BT-NordItalic
    /Incised901BT-Roman
    /Informal011BT-Black
    /Informal011BT-Roman
    /InformalRoman-Regular
    /IPAmjMincho
    /IrisUPC
    /IrisUPCBold
    /IrisUPCBoldItalic
    /IrisUPCItalic
    /IskoolaPota
    /IskoolaPota-Bold
    /JasmineUPC
    /JasmineUPCBold
    /JasmineUPCBoldItalic
    /JasmineUPCItalic
    /Jenkinsv20
    /Jenkinsv20Thik
    /Jokerman-Regular
    /Jokewood
    /JSDicJapanese1
    /JSDicJapanese2
    /JSDicRoman1
    /JSDicRoman2
    /JSDicSymbol1
    /JSGothic-Md
    /JSHSMinchoU-W3-WIN-RKSJ-H
    /JSMincho-Lt
    /JSPGothic-Md
    /JSPMincho-Lt
    /JSSGothic-Md
    /JSSMincho-Lt
    /JuiceITC-Regular
    /Jun101Pro-Light
    /Jun201Pro-Regular
    /Jun34Pro-Medium
    /Jun501Pro-Bold
    /JustEditMark
    /JustHalfMark
    /JustHalfMarkG
    /JustKanaMark
    /JustKanaMarkG
    /JustOubunMark
    /JustOubunMarkG
    /JustUnitMark
    /JustUnitMarkG
    /JustWabunMark
    /JustWabunMarkG
    /KaiTi
    /KaitiEG-Medium-SJIS
    /KaitiEGP-Medium-SJIS
    /Kalinga
    /Kalinga-Bold
    /KanteiryuStd-Ultra
    /KantinliuEG-Heavy-SJIS
    /KantinliuEGP-Heavy-SJIS
    /KAntiqueStd-ANB
    /KAntiqueStd-ANM
    /KAntiqueStd-ANR
    /Kartika
    /Kartika-Bold
    /KaufmannBT-Bold
    /KaufmannBT-Regular
    /KF-GB18030Mincho
    /KF-GB18030PMincho
    /KhmerUI
    /KhmerUI-Bold
    /KodchiangUPC
    /KodchiangUPCBold
    /KodchiangUPCBoldItalic
    /KodchiangUPCItalic
    /Kokila
    /Kokila-Bold
    /Kokila-BoldItalic
    /Kokila-Italic
    /KozGoPr6N-Bold
    /KozGoPr6N-ExtraLight
    /KozGoPr6N-Heavy
    /KozGoPr6N-Light
    /KozGoPr6N-Medium
    /KozGoPr6N-Regular
    /KozGoPro-Bold
    /KozGoPro-ExtraLight
    /KozGoPro-Heavy
    /KozGoPro-Light
    /KozGoPro-Medium
    /KozGoPro-Regular
    /KozGoStd-Bold
    /KozGoStd-ExtraLight
    /KozGoStd-Heavy
    /KozGoStd-Light
    /KozGoStd-Medium
    /KozGoStd-Regular
    /KozMinPr6N-Bold
    /KozMinPr6N-ExtraLight
    /KozMinPr6N-Heavy
    /KozMinPr6N-Light
    /KozMinPr6N-Medium
    /KozMinPr6N-Regular
    /KozMinPro-Bold
    /KozMinPro-ExtraLight
    /KozMinPro-Heavy
    /KozMinPro-Light
    /KozMinPro-Medium
    /KozMinPro-Regular
    /KozMinStd-Bold
    /KozMinStd-ExtraLight
    /KozMinStd-Heavy
    /KozMinStd-Light
    /KozMinStd-Medium
    /KozMinStd-Regular
    /Kredit
    /KristenITC-Regular
    /Kuenstler480BT-Black
    /Kuenstler480BT-Bold
    /Kuenstler480BT-BoldItalic
    /Kuenstler480BT-Italic
    /Kuenstler480BT-Roman
    /KunstlerScript
    /KyokaICAPro-Light
    /KyokaICAPro-Medium
    /KyokaICAPro-Regular
    /LaoUI
    /LaoUI-Bold
    /Lapidary333BT-Black
    /Lapidary333BT-Bold
    /Lapidary333BT-BoldItalic
    /Lapidary333BT-Italic
    /Lapidary333BT-Roman
    /Latha
    /Latha-Bold
    /Latin725BT-Bold
    /Latin725BT-BoldItalic
    /Latin725BT-Italic
    /Latin725BT-Medium
    /Latin725BT-MediumItalic
    /Latin725BT-Roman
    /LatinExtraCondensedBT-Regular
    /LatinWide
    /Leelawadee
    /LeelawadeeBold
    /Leelawadee-Bold
    /LeisuEG-Medium-SJIS
    /LeisuEGP-Medium-SJIS
    /LetterGothic12PitchBT-Bold
    /LetterGothic12PitchBT-BoldItal
    /LetterGothic12PitchBT-Italic
    /LetterGothic12PitchBT-Roman
    /LetterGothicStd
    /LetterGothicStd-Bold
    /LetterGothicStd-BoldSlanted
    /LetterGothicStd-Slanted
    /LevenimMT
    /LevenimMT-Bold
    /LibertyBT-Regular
    /LibraBT-Regular
    /Ligurino
    /Ligurino-Bold
    /LigurinoCondensed
    /Ligurino-Italic
    /LilyUPC
    /LilyUPCBold
    /LilyUPCBoldItalic
    /LilyUPCItalic
    /LithosPro-Black
    /LithosPro-Regular
    /LucianBT-Bold
    /LucianBT-Roman
    /LucidaBright
    /LucidaBright-Demi
    /LucidaBright-DemiItalic
    /LucidaBright-Italic
    /LucidaCalligraphy-Italic
    /LucidaConsole
    /LucidaFax
    /LucidaFax-Demi
    /LucidaFax-DemiItalic
    /LucidaFax-Italic
    /LucidaHandwriting-Italic
    /LucidaSans
    /LucidaSans-Demi
    /LucidaSans-DemiItalic
    /LucidaSans-Italic
    /LucidaSans-Typewriter
    /LucidaSans-TypewriterBold
    /LucidaSans-TypewriterBoldOblique
    /LucidaSans-TypewriterOblique
    /LucidaSansUnicode
    /LydianBT-Bold
    /LydianBT-BoldItalic
    /LydianBT-Italic
    /LydianBT-Roman
    /LydianCursiveBT-Regular
    /Magneto-Bold
    /MaiandraGD-Regular
    /MalgunGothic
    /MalgunGothicBold
    /MalgunGothicRegular
    /Mangal
    /Mangal-Bold
    /Mangal-Regular
    /Marlett
    /MatissePro-B
    /MatissePro-M
    /MattAntiqueBT-Bold
    /MattAntiqueBT-Italic
    /MattAntiqueBT-Roman
    /MaturaMTScriptCapitals
    /MEIBO
    /Meiryo
    /Meiryo-Bold
    /Meiryo-BoldItalic
    /Meiryo-Italic
    /MeiryoUI
    /MeiryoUI-Bold
    /MeiryoUI-BoldItalic
    /MeiryoUI-Italic
    /MesquiteStd
    /MicrosoftHimalaya
    /MicrosoftJhengHeiBold
    /MicrosoftJhengHeiRegular
    /MicrosoftJhengHeiUIBold
    /MicrosoftJhengHeiUIRegular
    /MicrosoftNewTaiLue
    /MicrosoftNewTaiLue-Bold
    /MicrosoftPhagsPa
    /MicrosoftPhagsPa-Bold
    /MicrosoftSansSerif
    /MicrosoftTaiLe
    /MicrosoftTaiLe-Bold
    /MicrosoftUighur
    /MicrosoftUighur-Bold
    /MicrosoftYaHei
    /MicrosoftYaHei-Bold
    /MicrosoftYaHeiUI
    /MicrosoftYaHeiUI-Bold
    /Microsoft-Yi-Baiti
    /MidashiGoPro-MB31
    /MingLiU
    /MingLiU-ExtB
    /Ming-Lt-HKSCS-ExtB
    /Ming-Lt-HKSCS-UNI-H
    /MingtiEGP-Ultra-SJIS
    /MingtiEG-Ultra-SJIS
    /MinionPro-Bold
    /MinionPro-BoldCn
    /MinionPro-BoldCnIt
    /MinionPro-BoldIt
    /MinionPro-It
    /MinionPro-Medium
    /MinionPro-MediumIt
    /MinionPro-Regular
    /MinionPro-Semibold
    /MinionPro-SemiboldIt
    /MinyaNouvelle
    /MinyaNouvelleBold
    /MinyaNouvelleBoldItalic
    /MinyaNouvelleItalic
    /Miriam
    /MiriamFixed
    /MisterEarlBT-Regular
    /Mistral
    /MMaArrow-Bold
    /MMaArrow-BoldItalic
    /MMaArrow-Italic
    /MMaArrow-Regular
    /MMaArrowS-Bold
    /MMaArrowS-Regular
    /MMaArrowSS-Bold
    /MMaArrowSS-Regular
    /MMaBinary-Bold
    /MMaBinary-BoldItalic
    /MMaBinary-Italic
    /MMaBinary-Regular
    /MMaBinaryS-Bold
    /MMaBinaryS-Regular
    /MMaBinarySS-Bold
    /MMaBinarySS-Regular
    /MMaCenturyB-BoldItalic
    /MMaCenturyB-Italic
    /MMaCentury-Bold
    /MMaCentury-BoldItalic
    /MMaCentury-Italic
    /MMaCenturyJB-BoldItalic
    /MMaCenturyJB-Italic
    /MMaCenturyJ-BoldItalic
    /MMaCenturyJ-Italic
    /MMaCentury-Regular
    /MMaCenturyS-Bold
    /MMaCenturyS-BoldItalic
    /MMaCenturyS-Italic
    /MMaCenturyS-Regular
    /MMaCenturySS-Bold
    /MMaCenturySS-BoldItalic
    /MMaCenturySS-Italic
    /MMaCenturySS-Regular
    /MMaEtc-Bold
    /MMaEtc-BoldItalic
    /MMaEtc-Italic
    /MMaEtc-Regular
    /MMaEtcS-Bold
    /MMaEtcS-Regular
    /MMaEtcSS-Bold
    /MMaEtcSS-Regular
    /MMaExtra-Bold
    /MMaExtra-BoldItalic
    /MMaExtraS-Bold
    /MMaExtraS-Regular
    /MMaExtraSS-Bold
    /MMaExtraSS-Regular
    /MMaFermat-Bold
    /MMaFermat-Regular
    /MMaFraktur-Bold
    /MMaFraktur-Regular
    /MMaGauss-Bold
    /MMaGauss-Regular
    /MMaGreekB-BoldItalic
    /MMaGreekB-Italic
    /MMaGreek-Bold
    /MMaGreek-BoldItalic
    /MMaGreek-Italic
    /MMaGreek-Regular
    /MMaGreekS-Bold
    /MMaGreekS-BoldItalic
    /MMaGreekS-Italic
    /MMaGreekS-Regular
    /MMaGreekSS-Bold
    /MMaGreekSS-BoldItalic
    /MMaGreekSS-Italic
    /MMaGreekSS-Regular
    /MMaNegate-Bold
    /MMaNegate-BoldItalic
    /MMaNegate-Italic
    /MMaNegate-Regular
    /MMaNegateS-Bold
    /MMaNegateS-Regular
    /MMaNegateSS-Bold
    /MMaNegateSS-Regular
    /MMaPascal-Bold
    /MMaPascal-Regular
    /MMaRelation-Bold
    /MMaRelation-BoldItalic
    /MMaRelation-Italic
    /MMaRelation-Regular
    /MMaRelationS-Bold
    /MMaRelationS-Regular
    /MMaRelationSS-Bold
    /MMaRelationSS-Regular
    /MMArrow
    /MMArrowBold
    /MMaTextBook-Bold
    /MMaTextBook-BoldItalic
    /MMaTextBook-Italic
    /MMaTextBook-Regular
    /MMaVariableA-Bold
    /MMaVariableA-Regular
    /MMaVariableAS-Bold
    /MMaVariableAS-Regular
    /MMaVariableASS-Bold
    /MMaVariableASS-Regular
    /MMaVariableB-Bold
    /MMaVariable-Bold
    /MMaVariableB-Regular
    /MMaVariableBS-Bold
    /MMaVariableBS-Regular
    /MMaVariableBSS-Bold
    /MMaVariableBSS-Regular
    /MMaVariableC-Bold
    /MMaVariableC-Regular
    /MMaVariableCS-Bold
    /MMaVariableCS-Regular
    /MMaVariableCSS-Bold
    /MMaVariableCSS-Regular
    /MMaVariableD-Bold
    /MMaVariableD-Regular
    /MMaVariableDS-Bold
    /MMaVariableDS-Regular
    /MMaVariableDSS-Bold
    /MMaVariableDSS-Regular
    /MMaVariable-Regular
    /MMaVariableS-Bold
    /MMaVariableS-Regular
    /MMaVariableSS-Bold
    /MMaVariableSS-Regular
    /MMBinary
    /MMBinaryBold
    /MMCenturyNew-Bold
    /MMCenturyNew-BoldItalic
    /MMCenturyNew-Italic
    /MMCenturyNewRD-Bold
    /MMCenturyNewRD-BoldItalic
    /MMCenturyNewRD-Italic
    /MMCenturyNewRD-Regular
    /MMCenturyNew-Regular
    /MMEtc
    /MMEtcBold
    /MMExtra
    /MMExtraBold
    /MMGreek
    /MMGreekBold
    /MMGreekBoldItalic
    /MMGreekItalic
    /MMNegate
    /MMNegateBold
    /MMRelation
    /MMRelationBold
    /MMVariable
    /MMVariableA
    /MMVariableABold
    /MMVariableB
    /MMVariableBBold
    /MMVariableBold
    /MMVariableC
    /MMVariableCBold
    /MMVariableD
    /MMVariableDBold
    /Modern-Regular
    /Mojikyo_M101
    /Mojikyo_M102
    /Mojikyo_M103
    /Mojikyo_M104
    /Mojikyo_M105
    /Mojikyo_M106
    /Mojikyo_M107
    /Mojikyo_M108
    /Mojikyo_M109
    /Mojikyo_M110
    /Mojikyo_M111
    /Mojikyo_M112
    /Mojikyo_M113
    /Mojikyo_M114
    /Mojikyo_M115
    /Mojikyo_M116
    /Mojikyo_M117
    /Mojikyo_M118
    /Mojikyo_M119
    /Mojikyo_M120
    /Mojikyo_M121
    /Mojikyo_M136
    /Mojikyo_M137
    /Mojikyo_M138
    /Mojikyo_M139
    /Mojikyo_M140
    /Mojikyo_M141
    /Mojikyo_M142
    /Mojikyo_M186
    /Mojikyo_M187
    /Mojikyo_M188
    /Mojikyo_M189
    /Mojikyo_M190
    /Mojikyo_M191
    /Mojikyo_M192
    /Mojikyo_M193
    /Mojikyo_M194
    /Mojikyo_M195
    /Mojikyo_M196
    /Mojikyo_M197
    /Mojikyo_M198
    /Mojikyo_M199
    /Mojikyo_M200
    /Mojikyo_M201
    /Mojikyo_M202
    /Mojikyo_M203
    /MojikyoM101
    /MojikyoM102
    /MojikyoM103
    /MojikyoM104
    /MojikyoM105
    /MojikyoM106
    /MojikyoM107
    /MojikyoM108
    /MojikyoM109
    /MojikyoM110
    /MojikyoM111
    /MojikyoM112
    /MojikyoM113
    /MojikyoM114
    /MojikyoM115
    /MojikyoM116
    /MojikyoM117
    /MojikyoM118
    /MojikyoM119
    /MojikyoM120
    /MojikyoM121
    /MojikyoM185
    /MojikyoM186
    /MojikyoM187
    /MojikyoM188
    /MojikyoM189
    /MojikyoM190
    /MojikyoM191
    /MojikyoM192
    /MojikyoM193
    /MojikyoM194
    /MojikyoM202
    /MojikyoM203
    /MojikyoQ101
    /MojikyoQ102
    /MojikyoQ103
    /MojikyoQ104
    /MojikyoQ105
    /MojikyoQ106
    /MojikyoQ107
    /MojikyoQ108
    /MojikyoQ109
    /MojikyoQ110
    /MojikyoQ111
    /MojikyoQ112
    /MojikyoQ113
    /MojikyoQ114
    /MojikyoQ115
    /MojikyoQ116
    /MongolianBaiti
    /MonotypeCorsiva
    /MoolBoran
    /MS-Gothic
    /MS-Mincho
    /MSOutlook
    /MS-PGothic
    /MS-PMincho
    /MSReferenceSansSerif
    /MSReferenceSpecialty
    /MS-UIGothic
    /MT-Extra
    /MTExtraTiger
    /Mufferaw
    /MVBoli
    /MyriadArabic-Bold
    /MyriadArabic-BoldIt
    /MyriadArabic-It
    /MyriadArabic-Regular
    /MyriadHebrew-Bold
    /MyriadHebrew-BoldIt
    /MyriadHebrew-It
    /MyriadHebrew-Regular
    /MyriadPro-Bold
    /MyriadPro-BoldCond
    /MyriadPro-BoldCondIt
    /MyriadPro-BoldIt
    /MyriadPro-Cond
    /MyriadPro-CondIt
    /MyriadPro-It
    /MyriadPro-Regular
    /MyriadPro-Semibold
    /MyriadPro-SemiboldIt
    /Narkisim
    /Neuropol
    /NewGulim
    /NewRodinPro-DB
    /NewRodinPro-M
    /NiagaraEngraved-Reg
    /NiagaraSolid-Reg
    /NirmalaUI
    /NirmalaUI-Bold
    /NSimSun
    /NSK_hakushuuGShoujouw0
    /NSKhakushu.gaiji.ShoujouW0
    /NSKhakushu.gaiji.ShoujouW1
    /NSKhakushu.gaiji.ShoujouW2
    /NSKhakushu.gaiji.ShoujouW3
    /NSKhakushu.gaiji.ShoujouW4
    /NSKhakushu.gaiji.ShoujouW5
    /NSKhakushuuGShoujouw1
    /NSKhakushuuGShoujouw2
    /NSKhakushuuGShoujouw3
    /NSKhakushuuGShoujouw4
    /NSKhakushuuGShoujouw5
    /NSKhakushuuShoujouw0
    /NSKhakushuuShoujouw1
    /NSKhakushuuShoujouw2
    /NSKhakushuuShoujouw3
    /NSKhakushuuShoujouw4
    /NSKhakushuuShoujouw5
    /NSKhakushuuTateReducew1
    /NSKhakushuuTateReduceW2
    /NSKhakushuuTateReduceW3
    /NSKhakushuuTateReducew4
    /NSKhakushuuTateReducew5
    /NSKkanaYokoReduceW1
    /NSKkanaYokoReduceW2
    /NSKkanaYokoReduceW3
    /NSKkanaYokoReduceW4
    /NSKkanaYokoReduceW5
    /NSKshoujouhyoudaiW1
    /NSKshoujouhyoudaiW2
    /NSKshoujouhyoudaiW3
    /NSKshoujouhyoudaiW4
    /NSKshoujouhyoudaiW5
    /NuevaStd-Bold
    /NuevaStd-BoldCond
    /NuevaStd-BoldCondItalic
    /NuevaStd-Cond
    /NuevaStd-CondItalic
    /NuevaStd-Italic
    /NUfuzokuNormal
    /NUgakubuNormal
    /NUhospitalNormal
    /NUkikanNormal
    /Nyala-Regular
    /OCRAbyBT-Regular
    /OCRAExtended
    /OCRAStd
    /OCRB
    /OCRB10PitchBT-Regular
    /OldDreadfulNo7BT-Regular
    /OldEnglishTextMT
    /Onyx
    /OratorStd
    /OratorStd-Slanted
    /OrbitBbyBT-Regular
    /OvlapblackEG-Heavy-SJIS
    /OvlapblackEGP-Heavy-SJIS
    /OzHandicraftBT-Roman
    /PalaceScriptMT
    /PalatinoLinotype-Bold
    /PalatinoLinotype-BoldItalic
    /PalatinoLinotype-Italic
    /PalatinoLinotype-Roman
    /Papyrus-Regular
    /Parchment-Regular
    /ParisianBT-Regular
    /ParkAvenueBT-Regular
    /Perpetua
    /Perpetua-Bold
    /Perpetua-BoldItalic
    /Perpetua-Italic
    /PerpetuaTitlingMT-Bold
    /PerpetuaTitlingMT-Light
    /Pica10PitchBT-Roman
    /PlanetBenson2
    /PlantagenetCherokee
    /Playbill
    /PlaybillBT-Regular
    /PMingLiU
    /PMingLiU-ExtB
    /Poornut
    /PoorRichard-Regular
    /Pop5EG-Heavy-SJIS
    /Pop5EGP-Heavy-SJIS
    /PopEG-Bold-SJIS
    /PopEGP-Bold-SJIS
    /PoplarStd
    /Porkys
    /PorkysHeavy
    /PosterBodoniBT-Italic
    /PosterBodoniBT-Roman
    /PrestigeEliteStd-Bd
    /Pristina-Regular
    /PTBarnumBT-Regular
    /Pupcat
    /PussycatSassy
    /PussycatSnickers
    /QTKozGoPro-Medium
    /QTKozMinPro-Regular
    /Raavi
    /RageItalic
    /RaleighBT-Bold
    /RaleighBT-DemiBold
    /RaleighBT-ExtraBold
    /RaleighBT-Light
    /RaleighBT-Medium
    /RaleighBT-Roman
    /Ravie
    /RevueBT-Regular
    /RFAlexandriaBlk
    /RFAlexandriaLt
    /RFAlexandriaMd
    /RFAlternateGothic
    /RFBodoniBd
    /RFBodoniDS
    /RFCenturyBd
    /RFCenturyBdIt
    /RFCenturyBdSC
    /RFCenturyCatalogue
    /RFCenturyCatalogueIt
    /RFCenturyCatalogueSC
    /RFCenturyOS
    /RFCenturyOSIt
    /RFCenturyOSSC
    /RFClarendon
    /RFCooperBlk
    /RFCopperplateGothicHv
    /RFCopperplateGothicLt
    /RFEurostile
    /RFEurostileBd
    /RFEurostileBdCn
    /RFEurostileEx
    /RFEurostileLtEx
    /RFFuturaBd
    /RFFuturaBdCn
    /RFFuturaLt
    /RFFuturaMd
    /RFHelveticaBd
    /RFHelveticaBdIt
    /RFHelveticaBdSC
    /RFHelveticaMd
    /RFHelveticaMdIt
    /RFHelveticaMdSC
    /RFHelveticaRg
    /RFHelveticaRgIt
    /RFHelveticaRgSC
    /RFLHelveticaBd
    /RFLHelveticaBdCn
    /RFLHelveticaBdIt
    /RFLHelveticaBdOu
    /RFLHelveticaLt
    /RFLHelveticaMd
    /RFLHelveticaMdCn
    /RFLHelveticaMdIt
    /RFLHelveticaRg
    /RFLHelveticaRgCn
    /RFLHelveticaRgIt
    /RFMartinBd
    /RFMartinRm
    /RFMartinRmIt
    /RFMartinRmSC
    /RFNewsGothic
    /RFNewsGothicBd
    /RFOCRB
    /RFOptimal
    /RFOptimalBd
    /RFUniversBd
    /RFUniversBdIt
    /RFUniversDB
    /RFUniversDBCn
    /RFUniversDBIt
    /RFUniversLt
    /RFUniversLtCn
    /RFUniversLtIt
    /RFUniversMd
    /RFUniversMdCn
    /RFUniversMdIt
    /RgBrush-UB-90ms-RKSJ-H
    /RgFine-MB-90ms-RKSJ-H
    /RgFine-ME-90ms-RKSJ-H
    /RgGothicA-Md-90ms-RKSJ-H
    /RgGothic-Bd-90ms-RKSJ-H
    /RgGothic-Lt-90ms-RKSJ-H
    /RgGothic-Md-90ms-RKSJ-H
    /RgGothic-XB-90ms-RKSJ-H
    /RgGSanSrf-Bd-90ms-RKSJ-H
    /RgGSanSrf-UB-90ms-RKSJ-H
    /RgHagoromo-Bd-90ms-RKSJ-H
    /RgHagoromo-Md-90ms-RKSJ-H
    /RgHeiseiKG-W5-90ms-RKSJ-H
    /RgHeiseiKG-W9-90ms-RKSJ-H
    /RgHeiseiMG-W4-90ms-RKSJ-H
    /RgHeiseiM-W3-90ms-RKSJ-H
    /RgHeiseiM-W9-90ms-RKSJ-H
    /RgHelveticaBd
    /RgHelveticaBdIt
    /RgHelveticaBdSC
    /RgHelveticaMd
    /RgHelveticaMdIt
    /RgHelveticaMdSC
    /RgHelveticaRg
    /RgHelveticaRgIt
    /RgHelveticaRgSC
    /RgHMinA-Md-90ms-RKSJ-H
    /RgHMincho-Bd-90ms-RKSJ-H
    /RgHMincho-Lt-90ms-RKSJ-H
    /RgHMincho-Md-90ms-RKSJ-H
    /RgHMincho-XB-90ms-RKSJ-H
    /RgHMinKok-Lt-90ms-RKSJ-H
    /RgHMinKok-Md-90ms-RKSJ-H
    /RgHMinSink-Lt-90ms-RKSJ-H
    /RgHMinSink-Md-90ms-RKSJ-H
    /RgHMinSKok-Lt-90ms-RKSJ-H
    /RgHMinSKok-Md-90ms-RKSJ-H
    /RgKantei-UB-90ms-RKSJ-H
    /RgKazariKei1-83pv-RKSJ-H
    /RgKazariKei2-83pv-RKSJ-H
    /RgKazariKei3-83pv-RKSJ-H
    /RgKazariKei4-83pv-RKSJ-H
    /RgKazariKei5-83pv-RKSJ-H
    /RgKD-B-83pv-RKSJ-H
    /RgKD-E-83pv-RKSJ-H
    /RgKD-GB-83pv-RKSJ-H
    /RgKD-GE-83pv-RKSJ-H
    /RgKD-GM-83pv-RKSJ-H
    /RgKD-GU-83pv-RKSJ-H
    /RgKD-G-XB-83pv-RKSJ-H
    /RgKD-L-83pv-RKSJ-H
    /RgKD-M-83pv-RKSJ-H
    /RgKD-MB-83pv-RKSJ-H
    /RgKD-MM-83pv-RKSJ-H
    /RgKD-MU-83pv-RKSJ-H
    /RgKM-B-83pv-RKSJ-H
    /RgKM-E-83pv-RKSJ-H
    /RgKM-GB-83pv-RKSJ-H
    /RgKM-GE-83pv-RKSJ-H
    /RgKM-GM-83pv-RKSJ-H
    /RgKM-GU-83pv-RKSJ-H
    /RgKM-G-XB-83pv-RKSJ-H
    /RgKM-L-83pv-RKSJ-H
    /RgKM-M-83pv-RKSJ-H
    /RgKM-MB-83pv-RKSJ-H
    /RgKM-MM-83pv-RKSJ-H
    /RgKM-MU-83pv-RKSJ-H
    /RgKointai-Md-90ms-RKSJ-H
    /RgKyoKaS-Bd-90ms-RKSJ-H
    /RgKyoKasho-Bd-90ms-RKSJ-H
    /RgKyoKasho-Lt-90ms-RKSJ-H
    /RgKyoKasho-Md-90ms-RKSJ-H
    /RgKyoKaS-Lt-90ms-RKSJ-H
    /RgKyoKaS-Md-90ms-RKSJ-H
    /RgNOW-GB-90ms-RKSJ-H
    /RgNOW-GE-90ms-RKSJ-H
    /RgNOW-GM-90ms-RKSJ-H
    /RgNOW-GU-90ms-RKSJ-H
    /RgNOWkana-GB-83pv-RKSJ-H
    /RgNOWkana-GE-83pv-RKSJ-H
    /RgNOWkana-GM-83pv-RKSJ-H
    /RgNOWkana-GU-83pv-RKSJ-H
    /RgNOWkana-MB-83pv-RKSJ-H
    /RgNOWkana-MM-83pv-RKSJ-H
    /RgNOWkana-MU-83pv-RKSJ-H
    /RgNOW-MB-90ms-RKSJ-H
    /RgNOW-MM-90ms-RKSJ-H
    /RgNOW-MU-90ms-RKSJ-H
    /RgOCR-B-Regular
    /RgPBrush-UB-83pv-RKSJ-H
    /RgPFine-MB-83pv-RKSJ-H
    /RgPFine-ME-83pv-RKSJ-H
    /RgPGothicA-Md-83pv-RKSJ-H
    /RgPGothic-Bd-83pv-RKSJ-H
    /RgPGothic-Lt-83pv-RKSJ-H
    /RgPGothic-Md-83pv-RKSJ-H
    /RgPGothic-XB-83pv-RKSJ-H
    /RgPGSanSrf-Bd-83pv-RKSJ-H
    /RgPGSanSrf-UB-83pv-RKSJ-H
    /RgPHagoromo-Bd-83pv-RKSJ-H
    /RgPHagoromo-Md-83pv-RKSJ-H
    /RgPHeiseiKG-W5-83pv-RKSJ-H
    /RgPHeiseiKG-W9-83pv-RKSJ-H
    /RgPHeiseiMG-W4-83pv-RKSJ-H
    /RgPHeiseiM-W3-83pv-RKSJ-H
    /RgPHeiseiM-W9-83pv-RKSJ-H
    /RgPHMinA-Md-83pv-RKSJ-H
    /RgPHMincho-Bd-83pv-RKSJ-H
    /RgPHMincho-Lt-83pv-RKSJ-H
    /RgPHMincho-Md-83pv-RKSJ-H
    /RgPHMincho-XB-83pv-RKSJ-H
    /RgPHMinKok-Lt-83pv-RKSJ-H
    /RgPHMinKok-Md-83pv-RKSJ-H
    /RgPHMinSink-Lt-83pv-RKSJ-H
    /RgPHMinSink-Md-83pv-RKSJ-H
    /RgPHMinSKok-Lt-83pv-RKSJ-H
    /RgPHMinSKok-Md-83pv-RKSJ-H
    /RgPKantei-UB-83pv-RKSJ-H
    /RgPKointai-Md-83pv-RKSJ-H
    /RgPKyoKaS-Bd-83pv-RKSJ-H
    /RgPKyoKasho-Bd-83pv-RKSJ-H
    /RgPKyoKasho-Lt-83pv-RKSJ-H
    /RgPKyoKasho-Md-83pv-RKSJ-H
    /RgPKyoKaS-Lt-83pv-RKSJ-H
    /RgPKyoKaS-Md-83pv-RKSJ-H
    /RgPNOW-GB-83pv-RKSJ-H
    /RgPNOW-GE-83pv-RKSJ-H
    /RgPNOW-GM-83pv-RKSJ-H
    /RgPNOW-GU-83pv-RKSJ-H
    /RgPNOW-MB-83pv-RKSJ-H
    /RgPNOW-MM-83pv-RKSJ-H
    /RgPNOW-MU-83pv-RKSJ-H
    /RgPReisho-Md-83pv-RKSJ-H
    /RgPSan-Bd-83pv-RKSJ-H
    /RgPSan-Md-83pv-RKSJ-H
    /RgPSan-XB-83pv-RKSJ-H
    /RgPShino-Bd-83pv-RKSJ-H
    /RgPShino-Md-83pv-RKSJ-H
    /RgPSHMincho-Bd-83pv-RKSJ-H
    /RgPSHMincho-Lt-83pv-RKSJ-H
    /RgPShokeiGS-Md-83pv-RKSJ-H
    /RgPSirius-Bd-83pv-RKSJ-H
    /RgPSirius-Lt-83pv-RKSJ-H
    /RgPSirius-Md-83pv-RKSJ-H
    /RgPSirius-XB-83pv-RKSJ-H
    /RgPSKaisho-Lt-83pv-RKSJ-H
    /RgPSKaisho-Md-83pv-RKSJ-H
    /RgPSKaisho-XB-83pv-RKSJ-H
    /RgPWoody-GM-83pv-RKSJ-H
    /RgReisho-Md-90ms-RKSJ-H
    /RgRK-B-83pv-RKSJ-H
    /RgRK-E-83pv-RKSJ-H
    /RgRK-GB-83pv-RKSJ-H
    /RgRK-GE-83pv-RKSJ-H
    /RgRK-GM-83pv-RKSJ-H
    /RgRK-GU-83pv-RKSJ-H
    /RgRK-G-XB-83pv-RKSJ-H
    /RgRK-L-83pv-RKSJ-H
    /RgRK-M-83pv-RKSJ-H
    /RgRK-MB-83pv-RKSJ-H
    /RgRK-MM-83pv-RKSJ-H
    /RgRK-MU-83pv-RKSJ-H
    /RgSan-Bd-90ms-RKSJ-H
    /RgSan-Md-90ms-RKSJ-H
    /RgSan-XB-90ms-RKSJ-H
    /RgSbnMin-83pv-RKSJ-H
    /RgShino-Bd-90ms-RKSJ-H
    /RgShino-Md-90ms-RKSJ-H
    /RgSHMincho-Bd-90ms-RKSJ-H
    /RgSHMincho-Lt-90ms-RKSJ-H
    /RgShokeiGS-Md-90ms-RKSJ-H
    /RgSirius-Bd-90ms-RKSJ-H
    /RgSirius-Lt-90ms-RKSJ-H
    /RgSirius-Md-90ms-RKSJ-H
    /RgSirius-XB-90ms-RKSJ-H
    /RgSKaisho-Lt-90ms-RKSJ-H
    /RgSKaisho-Md-90ms-RKSJ-H
    /RgSKaisho-XB-90ms-RKSJ-H
    /RgSuji1
    /RgSuji10
    /RgSuji100
    /RgSuji101
    /RgSuji102
    /RgSuji103
    /RgSuji104
    /RgSuji105
    /RgSuji106
    /RgSuji107
    /RgSuji108
    /RgSuji109
    /RgSuji11
    /RgSuji110
    /RgSuji111
    /RgSuji112
    /RgSuji113
    /RgSuji114
    /RgSuji115
    /RgSuji116
    /RgSuji117
    /RgSuji118
    /RgSuji119
    /RgSuji12
    /RgSuji120
    /RgSuji121
    /RgSuji122
    /RgSuji123
    /RgSuji124
    /RgSuji125
    /RgSuji126
    /RgSuji127
    /RgSuji128
    /RgSuji129
    /RgSuji13
    /RgSuji130
    /RgSuji131
    /RgSuji132
    /RgSuji133
    /RgSuji134
    /RgSuji135
    /RgSuji136
    /RgSuji137
    /RgSuji138
    /RgSuji139
    /RgSuji14
    /RgSuji140
    /RgSuji141
    /RgSuji142
    /RgSuji143
    /RgSuji144
    /RgSuji145
    /RgSuji146
    /RgSuji147
    /RgSuji148
    /RgSuji149
    /RgSuji15
    /RgSuji150
    /RgSuji151
    /RgSuji152
    /RgSuji153
    /RgSuji154
    /RgSuji155
    /RgSuji156
    /RgSuji157
    /RgSuji16
    /RgSuji17
    /RgSuji18
    /RgSuji19
    /RgSuji2
    /RgSuji20
    /RgSuji201
    /RgSuji202
    /RgSuji203
    /RgSuji204
    /RgSuji205
    /RgSuji206
    /RgSuji207
    /RgSuji208
    /RgSuji209
    /RgSuji21
    /RgSuji210
    /RgSuji211
    /RgSuji212
    /RgSuji213
    /RgSuji214
    /RgSuji215
    /RgSuji216
    /RgSuji217
    /RgSuji218
    /RgSuji219
    /RgSuji22
    /RgSuji220
    /RgSuji221
    /RgSuji222
    /RgSuji223
    /RgSuji224
    /RgSuji225
    /RgSuji226
    /RgSuji227
    /RgSuji228
    /RgSuji229
    /RgSuji23
    /RgSuji230
    /RgSuji231
    /RgSuji232
    /RgSuji233
    /RgSuji234
    /RgSuji235
    /RgSuji236
    /RgSuji237
    /RgSuji238
    /RgSuji239
    /RgSuji24
    /RgSuji240
    /RgSuji241
    /RgSuji242
    /RgSuji243
    /RgSuji244
    /RgSuji245
    /RgSuji246
    /RgSuji247
    /RgSuji248
    /RgSuji249
    /RgSuji25
    /RgSuji250
    /RgSuji251
    /RgSuji252
    /RgSuji253
    /RgSuji254
    /RgSuji255
    /RgSuji256
    /RgSuji257
    /RgSuji258
    /RgSuji259
    /RgSuji26
    /RgSuji260
    /RgSuji261
    /RgSuji262
    /RgSuji263
    /RgSuji264
    /RgSuji265
    /RgSuji266
    /RgSuji267
    /RgSuji268
    /RgSuji269
    /RgSuji27
    /RgSuji270
    /RgSuji271
    /RgSuji272
    /RgSuji273
    /RgSuji274
    /RgSuji275
    /RgSuji276
    /RgSuji277
    /RgSuji278
    /RgSuji279
    /RgSuji28
    /RgSuji280
    /RgSuji281
    /RgSuji282
    /RgSuji283
    /RgSuji284
    /RgSuji285
    /RgSuji286
    /RgSuji287
    /RgSuji288
    /RgSuji289
    /RgSuji29
    /RgSuji290
    /RgSuji291
    /RgSuji292
    /RgSuji293
    /RgSuji294
    /RgSuji295
    /RgSuji296
    /RgSuji297
    /RgSuji298
    /RgSuji299
    /RgSuji3
    /RgSuji30
    /RgSuji300
    /RgSuji301
    /RgSuji302
    /RgSuji303
    /RgSuji304
    /RgSuji305
    /RgSuji306
    /RgSuji307
    /RgSuji308
    /RgSuji309
    /RgSuji31
    /RgSuji310
    /RgSuji311
    /RgSuji312
    /RgSuji313
    /RgSuji314
    /RgSuji315
    /RgSuji316
    /RgSuji317
    /RgSuji318
    /RgSuji319
    /RgSuji32
    /RgSuji320
    /RgSuji321
    /RgSuji322
    /RgSuji323
    /RgSuji324
    /RgSuji325
    /RgSuji326
    /RgSuji327
    /RgSuji328
    /RgSuji329
    /RgSuji33
    /RgSuji330
    /RgSuji331
    /RgSuji332
    /RgSuji333
    /RgSuji334
    /RgSuji335
    /RgSuji336
    /RgSuji337
    /RgSuji338
    /RgSuji339
    /RgSuji34
    /RgSuji340
    /RgSuji341
    /RgSuji342
    /RgSuji343
    /RgSuji344
    /RgSuji345
    /RgSuji346
    /RgSuji347
    /RgSuji348
    /RgSuji349
    /RgSuji35
    /RgSuji350
    /RgSuji351
    /RgSuji352
    /RgSuji353
    /RgSuji354
    /RgSuji355
    /RgSuji356
    /RgSuji357
    /RgSuji358
    /RgSuji359
    /RgSuji36
    /RgSuji360
    /RgSuji361
    /RgSuji362
    /RgSuji363
    /RgSuji364
    /RgSuji365
    /RgSuji366
    /RgSuji367
    /RgSuji368
    /RgSuji369
    /RgSuji37
    /RgSuji370
    /RgSuji371
    /RgSuji372
    /RgSuji373
    /RgSuji374
    /RgSuji375
    /RgSuji376
    /RgSuji377
    /RgSuji378
    /RgSuji379
    /RgSuji38
    /RgSuji380
    /RgSuji381
    /RgSuji382
    /RgSuji383
    /RgSuji384
    /RgSuji385
    /RgSuji386
    /RgSuji387
    /RgSuji388
    /RgSuji389
    /RgSuji39
    /RgSuji390
    /RgSuji391
    /RgSuji392
    /RgSuji393
    /RgSuji394
    /RgSuji395
    /RgSuji396
    /RgSuji397
    /RgSuji398
    /RgSuji399
    /RgSuji4
    /RgSuji40
    /RgSuji400
    /RgSuji401
    /RgSuji402
    /RgSuji403
    /RgSuji404
    /RgSuji405
    /RgSuji406
    /RgSuji407
    /RgSuji408
    /RgSuji409
    /RgSuji41
    /RgSuji410
    /RgSuji411
    /RgSuji412
    /RgSuji413
    /RgSuji414
    /RgSuji415
    /RgSuji416
    /RgSuji417
    /RgSuji418
    /RgSuji419
    /RgSuji42
    /RgSuji420
    /RgSuji421
    /RgSuji422
    /RgSuji423
    /RgSuji424
    /RgSuji425
    /RgSuji426
    /RgSuji427
    /RgSuji428
    /RgSuji429
    /RgSuji43
    /RgSuji430
    /RgSuji431
    /RgSuji432
    /RgSuji433
    /RgSuji434
    /RgSuji435
    /RgSuji436
    /RgSuji437
    /RgSuji438
    /RgSuji439
    /RgSuji44
    /RgSuji440
    /RgSuji441
    /RgSuji442
    /RgSuji45
    /RgSuji451
    /RgSuji452
    /RgSuji453
    /RgSuji454
    /RgSuji455
    /RgSuji456
    /RgSuji457
    /RgSuji458
    /RgSuji459
    /RgSuji46
    /RgSuji460
    /RgSuji461
    /RgSuji462
    /RgSuji463
    /RgSuji464
    /RgSuji465
    /RgSuji466
    /RgSuji467
    /RgSuji468
    /RgSuji469
    /RgSuji47
    /RgSuji470
    /RgSuji471
    /RgSuji472
    /RgSuji473
    /RgSuji474
    /RgSuji475
    /RgSuji476
    /RgSuji477
    /RgSuji478
    /RgSuji479
    /RgSuji48
    /RgSuji480
    /RgSuji481
    /RgSuji482
    /RgSuji483
    /RgSuji484
    /RgSuji485
    /RgSuji486
    /RgSuji487
    /RgSuji488
    /RgSuji489
    /RgSuji49
    /RgSuji490
    /RgSuji491
    /RgSuji492
    /RgSuji493
    /RgSuji494
    /RgSuji495
    /RgSuji496
    /RgSuji497
    /RgSuji498
    /RgSuji499
    /RgSuji5
    /RgSuji50
    /RgSuji500
    /RgSuji501
    /RgSuji502
    /RgSuji503
    /RgSuji504
    /RgSuji505
    /RgSuji506
    /RgSuji507
    /RgSuji508
    /RgSuji509
    /RgSuji51
    /RgSuji510
    /RgSuji511
    /RgSuji512
    /RgSuji513
    /RgSuji514
    /RgSuji515
    /RgSuji516
    /RgSuji517
    /RgSuji518
    /RgSuji519
    /RgSuji52
    /RgSuji520
    /RgSuji521
    /RgSuji522
    /RgSuji523
    /RgSuji524
    /RgSuji525
    /RgSuji526
    /RgSuji527
    /RgSuji528
    /RgSuji529
    /RgSuji53
    /RgSuji530
    /RgSuji531
    /RgSuji532
    /RgSuji533
    /RgSuji534
    /RgSuji535
    /RgSuji536
    /RgSuji537
    /RgSuji538
    /RgSuji539
    /RgSuji54
    /RgSuji540
    /RgSuji541
    /RgSuji542
    /RgSuji543
    /RgSuji544
    /RgSuji545
    /RgSuji546
    /RgSuji547
    /RgSuji548
    /RgSuji549
    /RgSuji55
    /RgSuji550
    /RgSuji551
    /RgSuji552
    /RgSuji553
    /RgSuji554
    /RgSuji555
    /RgSuji556
    /RgSuji557
    /RgSuji558
    /RgSuji559
    /RgSuji56
    /RgSuji560
    /RgSuji561
    /RgSuji562
    /RgSuji563
    /RgSuji564
    /RgSuji565
    /RgSuji566
    /RgSuji567
    /RgSuji568
    /RgSuji569
    /RgSuji57
    /RgSuji570
    /RgSuji571
    /RgSuji572
    /RgSuji573
    /RgSuji574
    /RgSuji575
    /RgSuji576
    /RgSuji577
    /RgSuji578
    /RgSuji579
    /RgSuji58
    /RgSuji580
    /RgSuji581
    /RgSuji582
    /RgSuji583
    /RgSuji584
    /RgSuji585
    /RgSuji586
    /RgSuji587
    /RgSuji588
    /RgSuji589
    /RgSuji59
    /RgSuji590
    /RgSuji591
    /RgSuji592
    /RgSuji6
    /RgSuji60
    /RgSuji61
    /RgSuji62
    /RgSuji63
    /RgSuji64
    /RgSuji65
    /RgSuji66
    /RgSuji67
    /RgSuji68
    /RgSuji69
    /RgSuji7
    /RgSuji70
    /RgSuji71
    /RgSuji72
    /RgSuji73
    /RgSuji74
    /RgSuji75
    /RgSuji76
    /RgSuji77
    /RgSuji8
    /RgSuji81
    /RgSuji82
    /RgSuji83
    /RgSuji84
    /RgSuji85
    /RgSuji86
    /RgSuji87
    /RgSuji88
    /RgSuji89
    /RgSuji9
    /RgSuji90
    /RgSuji91
    /RgSuji92
    /RgSuji93
    /RgSuji94
    /RgSuji95
    /RgSuji96
    /RgSuji97
    /RgSuji98
    /RgSuji99
    /RgTJ-B-83pv-RKSJ-H
    /RgTJ-E-83pv-RKSJ-H
    /RgTJ-GB-83pv-RKSJ-H
    /RgTJ-GE-83pv-RKSJ-H
    /RgTJ-GM-83pv-RKSJ-H
    /RgTJ-GU-83pv-RKSJ-H
    /RgTJ-G-XB-83pv-RKSJ-H
    /RgTJ-L-83pv-RKSJ-H
    /RgTJ-M-83pv-RKSJ-H
    /RgTJ-MB-83pv-RKSJ-H
    /RgTJ-MM-83pv-RKSJ-H
    /RgTJ-MU-83pv-RKSJ-H
    /RgWoody-GM-90ms-RKSJ-H
    /RgYN-B-83pv-RKSJ-H
    /RgYN-E-83pv-RKSJ-H
    /RgYN-GB-83pv-RKSJ-H
    /RgYN-GE-83pv-RKSJ-H
    /RgYN-GM-83pv-RKSJ-H
    /RgYN-GU-83pv-RKSJ-H
    /RgYN-G-XB-83pv-RKSJ-H
    /RgYN-L-83pv-RKSJ-H
    /RgYN-M-83pv-RKSJ-H
    /RgYN-MB-83pv-RKSJ-H
    /RgYN-MM-83pv-RKSJ-H
    /RgYN-MU-83pv-RKSJ-H
    /Ribbon131BT-Regular
    /Rockwell
    /Rockwell-Bold
    /Rockwell-BoldItalic
    /Rockwell-Condensed
    /Rockwell-CondensedBold
    /Rockwell-ExtraBold
    /Rockwell-Italic
    /Rod
    /RodinWanpakuPro-B
    /RomanaBT-Roman
    /RosewoodStd-Regular
    /RyuminPr5-ExBold
    /RyuminPr5-ExHeavy
    /RyuminPr5-Medium
    /RyuminPr5-Ultra
    /RyuminPro-Bold
    /RyuminPro-ExBold
    /RyuminPro-ExHeavy
    /RyuminPro-Heavy
    /RyuminPro-Light
    /RyuminPro-Medium
    /RyuminPro-Regular
    /RyuminPro-Ultra
    /SakkalMajalla
    /SakkalMajallaBold
    /SbShiba-B
    /SbTakanawa-M
    /SchneidlerBT-Black
    /SchneidlerBT-BlackItalic
    /SchneidlerBT-Bold
    /SchneidlerBT-BoldItalic
    /SchneidlerBT-Italic
    /SchneidlerBT-Light
    /SchneidlerBT-LightItalic
    /SchneidlerBT-Medium
    /SchneidlerBT-MediumItalic
    /SchneidlerBT-Roman
    /Script12PitchBT-Roman
    /ScriptMTBold
    /SeagullBT-Bold
    /SeagullBT-Heavy
    /SeagullBT-Light
    /SeagullBT-Medium
    /SegoePrint
    /SegoePrint-Bold
    /SegoeScript
    /SegoeScript-Bold
    /SegoeUI
    /SegoeUI-Bold
    /SegoeUI-BoldItalic
    /SegoeUI-Italic
    /SegoeUI-Light
    /SegoeUI-SemiBold
    /SegoeUI-Semilight
    /SegoeUISymbol
    /SeiKaiCB1Std-Regular
    /SHCRYSTALTOUCH
    /SHDIATOUCH
    /ShinGoPr5-Bold
    /ShinGoPr5-DeBold
    /ShinGoPr5-ExLight
    /ShinGoPr5-Heavy
    /ShinGoPr5-Light
    /ShinGoPr5-Medium
    /ShinGoPr5-Regular
    /ShinGoPr5-Ultra
    /ShinGoPro-Bold
    /ShinGoPro-DeBold
    /ShinGoPro-ExLight
    /ShinGoPro-Heavy
    /ShinGoPro-Light
    /ShinGoPro-Medium
    /ShinGoPro-Regular
    /ShinGoPro-Ultra
    /ShinMGoPro-Bold
    /ShinMGoPro-DeBold
    /ShinMGoPro-Heavy
    /ShinMGoPro-Light
    /ShinMGoPro-Medium
    /ShinMGoPro-Regular
    /ShinMGoPro-Ultra
    /ShinseiKaiPro-CBSK1
    /SHKAKUPOPW7
    /SHKOEDATOUCH
    /SHMARUPOPW7
    /ShonarBangla
    /ShonarBangla-Bold
    /ShotgunBlanksBT-Regular
    /ShotgunBT-Regular
    /ShowcardGothic-Reg
    /SHPRINCESSTOUCH
    /SHRIBBONTOUCH
    /SHROBOTTOUCH
    /Shruti
    /Shruti-Bold
    /SHSLIMTOUCH
    /SHTSUKUSHITOUCH
    /SILDoulosIPA93Bold
    /SILDoulosIPA93BoldItalic
    /SILDoulosIPA93Italic
    /SILDoulosIPA93Regular
    /SILManuscriptIPA93Bold
    /SILManuscriptIPA93BoldItalic
    /SILManuscriptIPA93Italic
    /SILManuscriptIPA93Regular
    /SILSophiaIPA93Bold
    /SILSophiaIPA93BoldItalic
    /SILSophiaIPA93Italic
    /SILSophiaIPA93Regular
    /SimHei
    /SimplifiedArabic
    /SimplifiedArabic-Bold
    /SimplifiedArabicFixed
    /SimSun
    /SimSun-ExtB
    /SingeitaiEGP-Ultra-SJIS
    /SingeitaiEG-Ultra-SJIS
    /SinkaiEG-Heavy-SJIS
    /SinkaiEGP-Heavy-SJIS
    /SkipStd-B
    /SnapITC-Regular
    /Square721BT-Bold
    /Square721BT-BoldCondensed
    /Square721BT-BoldExtended
    /Square721BT-Roman
    /Square721BT-RomanCondensed
    /Square721BT-RomanExtended
    /SquareSlabserif711BT-Bold
    /SquareSlabserif711BT-Light
    /SquareSlabserif711BT-Medium
    /Staccato222BT-Regular
    /Staccato555BT-RegularA
    /Stencil
    /StencilBT-Regular
    /StencilStd
    /Stereofidelic
    /StymieBT-Bold
    /StymieBT-BoldItalic
    /StymieBT-ExtraBold
    /StymieBT-ExtraBoldCondensed
    /StymieBT-Light
    /StymieBT-LightItalic
    /StymieBT-Medium
    /StymieBT-MediumItalic
    /SukenGreek
    /SukenGreek2
    /SukenGreek2Italic
    /SukenJRoman
    /SukenJRomanItalic
    /SukenKigou1
    /SukenKigou2
    /SukenKigou4
    /SukenKigou5
    /SukenKigou7
    /SukenKigou8
    /SukenMark2
    /SukenMark3
    /SukenMark4
    /SukenMark6
    /SukenMathScript
    /SukenMathScriptItalic
    /SukenNewsGothic
    /SukenRoman
    /SukenRomanItalic
    /Swiss721BT-Black
    /Swiss721BT-BlackCondensed
    /Swiss721BT-BlackCondensedItalic
    /Swiss721BT-BlackExtended
    /Swiss721BT-BlackItalic
    /Swiss721BT-BlackNo2
    /Swiss721BT-BlackOutline
    /Swiss721BT-BlackRounded
    /Swiss721BT-Bold
    /Swiss721BT-BoldCondensed
    /Swiss721BT-BoldCondensedItalic
    /Swiss721BT-BoldCondensedOutline
    /Swiss721BT-BoldExtended
    /Swiss721BT-BoldItalic
    /Swiss721BT-BoldOutline
    /Swiss721BT-BoldRounded
    /Swiss721BT-Heavy
    /Swiss721BT-HeavyItalic
    /Swiss721BT-Italic
    /Swiss721BT-ItalicCondensed
    /Swiss721BT-Light
    /Swiss721BT-LightCondensed
    /Swiss721BT-LightCondensedItalic
    /Swiss721BT-LightExtended
    /Swiss721BT-LightItalic
    /Swiss721BT-Medium
    /Swiss721BT-MediumItalic
    /Swiss721BT-Roman
    /Swiss721BT-RomanCondensed
    /Swiss721BT-RomanExtended
    /Swiss721BT-Thin
    /Swiss721BT-ThinItalic
    /Swiss911BT-Compressed
    /Swiss911BT-ExtraCompressed
    /Swiss911BT-UltraCompressed
    /SybilGreen
    /Sylfaen
    /Symbol
    /SymbolMT
    /SymbolTiger
    /SymbolTigerExpert
    /Tahoma
    /Tahoma-Bold
    /Tandelle
    /Tandelle-Bold
    /Tandelle-BoldItalic
    /Tandelle-Italic
    /TangoBT-Regular
    /Teen
    /Teen-Bold
    /Teen-BoldItalic
    /Teen-Italic
    /TeenLight
    /TeenLight-Italic
    /TektonPro-Bold
    /TektonPro-BoldCond
    /TektonPro-BoldExt
    /TektonPro-BoldObl
    /TempusSansITC
    /ThunderbirdBT-Regular
    /Tiger
    /TigerExpert
    /TimesNewRomanPS-BoldItalicMT
    /TimesNewRomanPS-BoldMT
    /TimesNewRomanPS-ItalicMT
    /TimesNewRomanPSMT
    /TKozMinPro-Regular
    /TraditionalArabic
    /TraditionalArabic-Bold
    /TrajanPro-Bold
    /TrajanPro-Regular
    /Transitional521BT-BoldA
    /Transitional521BT-CursiveA
    /Transitional521BT-RomanA
    /Trebuchet-BoldItalic
    /TrebuchetMS
    /TrebuchetMS-Bold
    /TrebuchetMS-Italic
    /Tunga
    /Tunga-Bold
    /Tunga-Regular
    /TwCenMT-Bold
    /TwCenMT-BoldItalic
    /TwCenMT-Condensed
    /TwCenMT-CondensedBold
    /TwCenMT-CondensedExtraBold
    /TwCenMT-CondensedMedium
    /TwCenMT-Italic
    /TwCenMT-Medium
    /TwCenMT-MediumItalic
    /TwCenMT-Regular
    /UmbraBT-Regular
    /UniversityRomanBT-Bold
    /UniversityRomanBT-Regular
    /Utsaah
    /Utsaah-Bold
    /Utsaah-BoldItalic
    /Utsaah-Italic
    /VAGRoundedBT-Regular
    /Vani
    /Vani-Bold
    /VelvendaCooler
    /Verdana
    /Verdana-Bold
    /Verdana-BoldItalic
    /Verdana-Italic
    /Vijaya
    /Vijaya-Bold
    /VinerHandITC
    /VinetaBT-Regular
    /Vivaldii
    /VladimirScript
    /Vrinda
    /Vrinda-Bold
    /Waker
    /Webdings
    /WeddingTextBT-Regular
    /WeltronUrban
    /WickendenCafeNDP
    /WickendenCafeNDPBold
    /WickendenCafeNDPBoldItalic
    /WickendenCafeNDPItalic
    /WindsorBT-Elongated
    /WindsorBT-Light
    /WindsorBT-LightCondensed
    /WindsorBT-Outline
    /WindsorBT-Roman
    /Wingdings2
    /Wingdings3
    /Wingdings-Regular
    /YentiEG-Medium-SJIS
    /YentiEGP-Medium-SJIS
    /ZurichBT-Black
    /ZurichBT-BlackExtended
    /ZurichBT-BlackItalic
    /ZurichBT-Bold
    /ZurichBT-BoldCondensed
    /ZurichBT-BoldCondensedItalic
    /ZurichBT-BoldExtended
    /ZurichBT-BoldExtraCondensed
    /ZurichBT-BoldItalic
    /ZurichBT-ExtraBlack
    /ZurichBT-ExtraCondensed
    /ZurichBT-Italic
    /ZurichBT-ItalicCondensed
    /ZurichBT-Light
    /ZurichBT-LightCondensed
    /ZurichBT-LightCondensedItalic
    /ZurichBT-LightExtraCondensed
    /ZurichBT-LightItalic
    /ZurichBT-Roman
    /ZurichBT-RomanCondensed
    /ZurichBT-RomanExtended
    /ZurichBT-UltraBlackExtended
    /ZWAdobeF
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 1200
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages false
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 1200
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages false
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages false
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV <>
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName (Japan Color 2001 Coated)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /ClipComplexRegions true
        /ConvertStrokesToOutlines false
        /ConvertTextToOutlines false
        /GradientResolution 400
        /LineArtTextResolution 1200
        /PresetName <FEFF005B9AD889E350CF5EA6005D>
        /PresetSelector /HighResolution
        /RasterVectorBalance 1
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /UseName
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed true
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


